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あ
な
た
は
ひ
か
る
＝
＝
＝
＝

は
げ
し
い
動
き
、
ふヽ
き
出
す
汗
、
す

べ
て
の
条
件
を

プ

レ
イ
ヤ
ー
本
位

に
満
た
す

ヵ

ヮ
サ
キ

の
″
リ
ー
ス
″
は
あ
な
た
の
ウ

エ
ア
で
す
。
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１
９
７
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表
紙
撮
影

・
山
田
真
市
　
同
制
作

。
小
浜
正
道

フ
レ
ミ
ン
グ
・
デ
ル
フ
ス
の
ス
マ
ッ
シ
ュ

リ
ー

ン

・
コ
ー

ペ
ン
の
ラ
ウ

ン
ド

・

ザ

・
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト

ロ
ー
ク

チ

ュ
ン
チ

ユ
ン
の
ハ
イ
ク
リ
ア
ー

■
ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

（
羽
戸
民
敦
）
第
五
回

あ
る
練
習
日
誌
か
ら

■
第

一
回
京
都
家
庭
婦
人
オ
！
プ

ン
大
会

な
ご
や
か
に
開
催

マ
ス
コ
ミ
の
と
ら
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

読
者
と
編
集
者

協
会
通
信

全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

ス
コ
ア
詳
報

編
集
室
か
ら
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
　
１０
月
号
・
Ｎ
９
６０

■
ア
ジ
ア
大
会
詳
報

中
国
チ
ー
ム
大
活
躍
―

日
本
は

湯
木
の
三
位
が
せ
い
い
っ
ぱ
い

■
全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

今
泉
が
初
優
勝
―
女
子
は

湯
木
が
順
当
勝
ち

■
第

一
回
愛
知
県
家
庭
婦
人
大
会

お
母
さ
ん
、
が
ん
ば
れ
ッ
〃
―
名
古
屋
で

マ
マ
さ
ん
大
会
盛
大
に
開
催
さ
る

ア
ジ
ア
大
会
写
真
集

全
日
本
社
会
人
大
会
写
真
集

ダ
ブ
ル
ス
の
実
戦
的
ア
ド
バ
イ
ス

栄
光
の
全
英
選
手
権
優
勝
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5種日で金メグル
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⌒庚陳

E蟹襲

▽
三
回
戦

方

（州
）

２
１
０
相
手
不
明

モ
ン

（
マ
）

２
１
１

ヌ
　
ヌ
　
ン

ス

（
ワ
侶
）
ン

２
１
０

リ
ャ
ン
（
マ
）

晨輛習只
中
）２１０
ジ
（ャ翡
「
ン

▽
準
決
勝

方凱祥
２
（‐５‐５‐１５８）０
モ　ン

候加昌
２
（‐５‐５‐‐７８）０
稼″イ

▽三位決定戦

稼″／‐２
（‐５‐５‐‐‐０‐２）０
モ　ン

▽
決
勝
侯加昌
２
（‐５‐５‐‐‐‐‐２一０
方凱祥

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
回
戦

西　尾１（３２‐‐‐―‐‐‐‐‐６）２ルシユ

湯　木
２
⌒‐‐‐‐‐‐５６）０　（夕行】

▽
二
回
戦

陳
玉
娘
（中
）
２
１
０

シ
ル
ビ
ア

ハ　
ン貧褥）２１１
承剤利）ン

梁
秋
一異
中
）
２
１
０

バ
　
ク
（朝
）

湯　木２（‐‐１‐７‐‐１４７‐‐）１　（ェげ）

▽
準
決
勝

陳玉娘
２
（‐‐‐‐‐‐２５）０
ハ　ン

泌査筆限２
⌒‐‐‐‐‐‐２．）０
湯　木

▽三位決定戦

湯　木
２
（‐‐‐‐‐‐２４）０
ハ　ン

▽決勝
陳玉娘
２
⌒‐‐‐‐‐‐７８）０
梁秋霞

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
二
回
戦

▽
三
回
戦

ク
リ
ス
チ
ャ
　
　
　
　
カ
　
ン
　
ナ

ン
　
　
　
　
２
１
０

オ

フ

ジ

ャ

チ
ャ
ン
ド
ラ
　
　
　
　
　
（印
）

鵬
（蜘）徹
２１０サ′ヾ一な）″

馳野即２（‐５‐７‐‐６‐６）０ノレィン′、́
¨

嗜一一一イュ２１０万″″濤）

▽準決勝
〕「な２（・５‐３‐５‐‐‐８‐５８一・麟珈槻

鋤野馴
０
（４０１‐１５‐５）２
”一一

幡纂師総筆制」‐‐３２）０働野用

▽
決
勝”一一２⌒‐５‐５‐‐７９）０〕『″

▽
二
回
戦

土飯

田野
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⌒ ドチチ ク
イラ ヤヤリV ンンス

日
本
は
湯
木
の
三
位
が
せ
い
い
っ
ば
い

イ
ラ
ン
の
首
府
テ
ヘ
ラ
ン
で
開
催

さ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
に
お
い
て
、
日

本
チ
ー
ム
は
意
外
な
成
績
で
あ
っ
た

が
、
個
人
戦
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、

全
体
の
経
過
を
ふ
り
か
え
っ
て
今
後

か
暑

え́
て
み
た
い
。

◆
男
子
団
停
戦
決
勝

中　国３
⌒蝉０３‐１２０）２科″賞

○侯加昌２
（‐５‐５‐‐７３）０ヌヌン

○湯仙虎２
（‐５‐５‐‐７４）０リエム

幹臨劃鳩・
一̈
‐‐‐一‐５．５．２）
２一一一″○

鵬剤槻．（‐６‐５‐６‐‐‐‐７７‐７）２″刊諄○

○方凱祥２
（‐８‐５‐‐‐７８）０”一″

◆
女
子
団
体
戦
決
勝

中
　
国
３

（辮
０ ３
‐ １
２ ０
）
２
材
″
賞

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
回
戦



中国チーム大活躍,

レ ミ

、゙ナ

ル

ナニ

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
回
戦

磁　麻２
⌒‐５‐５‐‐９５）０刈州翁Ｊ

▽
二
回
戦

脅
一
¨
一
２

（‐８‐５
‐ ‐
‐６８
）
０

制
　
朝

陳

玉

娘

　

　

ト

ン
カ

ム

梁

秋

霞

２
１
０

パ

タ

マ

（中
）
　

　

　

　

　

（夕
）

一一つ２（‐７‐５‐‐‐５‐２）０腸　麻

琳Й舞（中
）２１０”刊忙ガ（マ）

▽
準
決
勝

靭経融
２
⌒‐５‐５‐‐８‐２）

琳麟凱２（‐８７‐５‐‐‐‐５‐５‐２）

▽
三
位
決
定
戦

行
付

舞

薩

▽
決
勝
雑妊融
２
（‐５‐５‐‐‐２‐０）０
琳琳珊

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
回
戦

ク

リ

シ（レナ存今
２
（‐５‐５‐１５４）０
側野幌

チ

ュ
リ

０

倖
″
ル

ダミ
ナ
ル

ー

ニレ
ジ
ナ

アモ
ンン

マ

2

1515
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0
池池

田田

▽
決
勝

（レ
チク
¨

，

２

（‐５‐５
‐ ‐
８‐０
）
０

一
一

，

〔国
名
表
示
に
つ
い
て
〕

イ
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
＝
マ
レ
ー

シ
ア
、
夕
＝
タ
イ
、
イ
ラ
＝
イ
ラ
ン
、

フ
イ
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ
＝
パ
キ
ス

タ
ン
、
中
＝
中
国
、
韓
＝
韓
国
、
朝

＝
朝
鮮
民
薫ヽ
≡
義
人
民
共
和
国
、
印

＝
イ
ン
ド

★
注
目
さ
れ
た
生
国
は
、
予
想
ど
お

り
各
種
目
で
大
活
躍
し
た
。
特
に
女

子
で
は
、
団
体
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン

グ
ル
ス
と
完
全
に
タ
イ
ト
ル
を
握
っ

た
。
男
子
に
お
い
て
も
、
ダ
ブ
ル
ス

は
三
位
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
シ

ン
グ
ル
ス
で
は

一
、
二
位
を
独
占
し
、

団
体
戦
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、

シ
ン
グ
ル
ス
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
て

優
勝
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
男
子
チ
ー
ム
は
、

エ
ー
ス
、
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ
を
欠

い
て
の
出
場
で
あ
っ
た
た
め
、
シ
ン

グ
ル
ス
で
苦
し
く
な
り
、
ダ
ブ
ル
ス

で
ニ
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
も
し
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
出
場
し
、

湯
あ
る
い
は
侯
と
対
戦
す
れ
ば
非
常

に
興
味
あ
る
内
容
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
、
残
念
で
あ
っ
た
。

日
本
チ
ー
ム
は
団
体
戦
に
つ
づ
い

て
個
人
戦
も
銅
メ
グ
ル
一
つ
が
せ
い

い
っ
ぱ
い
と
い
つ
状
態
で
あ
っ
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
飯
野

・
土
田

と
い
つ
若
手
の
起
用
が
、
ど
の
よ
つ

な
結
果
を
も
た
ら
す
か
大
い
に
関
心

が
も
た
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
二
人

と
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
ベ
を
破
る

こ
と
が
で
き
ず
、
二
回
戦
で
敗
退
し

た
。
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
も
、
飯
野

・
土
田
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
強
豪

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
組
と
二
回
戦
で
対
戦

し
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
去
っ
た
。

全
英
選
手
権
ベ
ス
ト
４
の
池
田

・
栂

野
尾
は
、
期
待
に
応
え
て
よ
く
健
闘

し
、
二
回
戦
で
中
国
の
庚
耀
東

・
陳

新
輝
組
を
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
の

末
降
し
て
、
さ
ら
に
準
々
決
勝
で
パ

キ
ス
タ
ン
の
ハ
ッ
サ
ン
・
イ
ク
パ
ル

組
を
破

っ
て
団
体
戦
の
雪
辱
を
と
げ
、

準
決
勝
で
全
英
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
チ

ュ
ン
チ
ュ
ン
・
ワ
ジ
ュ
デ
ィ
組
と
対

戦
し
た
。

し
か
し
、
圧
倒
的
な
実
力
差
は
ど

う
に
も
な
ら
ず
、
簡
単
に
敗
れ
、
三

位
決
定
戦
で
も
、
中
国
の
湯
仙
虎

・

陳
天
祥
組
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
メ

グ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
女
子
は
来
年
の
ユ
ー
パ
ー

杯
防
衛
を
占

２ヽ
マ
え
で
も
、
重
要
な

大
会
と
見
ら
れ
た
が
ヽ
結
果
は
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
若
手
西
尾
が
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
シ
ル
ビ
ア
に

一
回
戦
で
敗
れ
て

し
ま
い
、
全
英
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
湯

木
も
、
準
決
勝
で
中
国
の
梁
秋
霞
に

圧
倒
的
に
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ス

コ
ア
で
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に

ダ
ブ
ル
ス
に
い
た
っ
て
は
、
両
ペ
ア

と
も
二
回
戦
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
敗

れ
、
暗
雲
を
た
だ
よ
わ
せ
た
。

こ
の
結
果
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ベ

テ
ラ
ン
、
若
手
が
着
実
に
ポ
イ
ン
ト

を
あ
げ
、
勝
つ
べ
き
と
こ
ろ
で
は
勝

っ
て
お
り
、
来
年
の
ユ
ー
バ
ー
杯
は

，非
常
に
苦
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
。

当
面
、
中
国
は
考
え
な
く
て
も
よ

い
わ
け
だ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
敵

地
で
対
戦
し
、
勝
つ
と
い
つ
た
め
に

は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
の
問
題
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ

る
程
度
水
を
あ
け
て
お
か
な
い
と
ム

リ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

と
て
も
水
を
あ
け
る
ど
こ
ろ
か
、
追

い
つ
く
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
る

十
（
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
こ
の
不
振
の
大

会
を
機
に
、
選
手
な
ら
び
に
周
囲
の

人
々
が
、
考
え
を
あ
ら
た
に
し
、
来

年
の
ユ
ー
バ
ー
杯
、
さ
ら
に
そ
の
先

ま
で
の
長
期
的
な
計
画
を
た
て
、
強

い
意
志
を
も
っ
て
今
後
に
あ
た
る
な

ら
、
こ
の
ア
ジ
ア
大
会
は
、
ま
た
と

な
い
良
薬
と
な
る
で
あ
ろ
■ヽ

少
な
く
と
も
こ
の
ま
ま
で
は
、
良

い
結
果
は
期
待
で
き
ま
い
。
こ
の
良

い
結
果
と
い
つ
の
は

″勝
つ
″
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。

今
後
を
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の

で
あ
る
。



今
泉
が
初
優
勝
を
と
げ
る
、女
子
は
湯
木
が
順
当
勝
ち

第
１７
回
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
わ
が
国
の
ト

ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
約
二
百
名
の
選
手
が
参
加
し
、

９
月
２‐
日
か
ら
二
日
間
、
青
森
県
浪

岡
町
民
体
育
館
と
県
民
体
育
館
で
盛

大
に
開
か
れ
た
。

今
大
会
は
、
昭
和
５２
年
の

″あ
す

な
ろ
国
体
″
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場

で
開
か
れ
る
た
め
、
浪
岡
町
で
は
国

体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
気
を
配
り
、
連
日
体
育
館
に

役
員
が
多
数
つ
め
か
け
る
な
ど
熱
の

入
れ
方
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
四
回
戦

米
沢
和
男

（富
山
）
２
１
０
岩
田
昇

（大
阪
）、今
井
茂
満

（東
京
）
２
１

０
池
田
文
昭

（大
阪
）、鷲
尾
正

一

（大
阪
）
２
１
０
山
村
徳
太
郎

（東

京
）、遠
藤
好
男

（北
海
道
）
２
１
０

村
谷
信
之

（茨
城
）、笠
井
教
行

（神

奈
川
）
２
１
１
関
村
順
治

（富
山
）、

尾
崎
幹
雄

室
昼
こ

２
１
０
菅
秀
毅

今コ
土
Ｘ
長
谷
川
進

（石
川
）
２
１

０
鈴
木
祐

（新
潟
）、田
所
光
男

（東

京
）
２
１
０
野
村
隆

（大
阪
ｘ
池
田

信
孝

（東
京
）
２
１
０
近
藤
晴
孝

（福
井
）、佐
藤
光
伸

室
目
森
）
２
１

０
青
山
忠
雄

（愛
知
）、平
井
克
英

（埼
玉
）
２
１
０
牧
野
光
男
（富
山
）
、

谷
口
寛

（愛
知
）
２
１
０
宇
治
収

（和
歌
山
）、今
泉
勉

（富
山
）
２
１

０
山
本
敏
彦

（福
井
）、
浜
谷
安
裕

（東
京
）
２
１
０
高
橋
清
（神
奈
川
）

丸
山
法
男

（大
阪
）
２
１
１
米
原
照

男

（富
山
）、鈴
木
健
二

（東
一示
）
２

１
１
堂
谷
内
均

（石
川
）

▽
五
回
戦

米
沢
２
１
０
今
井
、
遠
藤
２
１
０
鷲

尾
、
尾
崎
２
１
０
笠
井
、
長
谷
川
２

１
０
田
所
、
池
田
２
１
０
佐
藤
、
谷

口
２
１
０
平
井
、
今
泉
２
１
０
浜
谷
、

九
山
２
１
０
鈴
奄

▽
準
々
決
勝

遠
藤
２
１
１
米
沢

■
両
者
死
力
を
尽
し
て
の
大
熱
電

第
１
ゲ
ー
ム
は
遠
藤
が
、
そ
し
て
第

２
ゲ
ー
ム
は
米
沢
が
と
っ
て
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
。
と
も
に
ス
タ
ミ
ナ

に
は
自
信
の
あ
る
二
人
だ
が
、
決
め

球
が
こ
と
ご
と
く
拾
わ
れ
、
途
中
か

ら
は
ム
リ
打
ち
を
せ
ず
、
長
い
ラ
リ

ー
の
応
酬
が
続
い
た
。
し
か
し
、
遠

藤
は
全
万
を
ふ
り
し
ば
っ
て
米
沢
の

追
撃
を
は
ば
ん
で
一
時
間
半
の
熱
戦

の
末
ベ
ス
ト
４
へ
入
っ
た
。

長
谷
川
２
１
０
尾
崎

■
順
当
な
ら
ば
尾
崎
と
思
わ
れ
た
が

長
谷
川
が
よ
く
走
っ
て
先
手
先
手
と

攻
撃
す
る
の
に
対
し
、
尾
崎
は
前
日

の
ダ
ブ
ル
ス
の
疲
れ
が
み
え
、
精
彩

な
く
、
大
き
な
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
ミ
ス

を
ぐ
り
返
す
な
ど
、
ス
コ
ア
の
う
え

で
は
第
ニ
ゲ
ー
ム
せ
っ
た
も
の
の
、

内
容
的
に
は
長
谷
川
の
楽
時

谷
口
２
１
０
池
田

■
こ
の
試
合
も
ま
た
、
両
者
全
力
を

投
入
し
て
の

″デ
ス
マ
ッ
チ
″
と
な

っ
た
。
池
田
は
前
日
の
ダ
ブ
ル
ス
で

疲
れ
て
お
り
、
谷
口
も
ま
た
、
前
日

の
疲
れ
が
抜
け
切
ら
ず
、
お
互
い
に

苦
し
い
試
合
展
開
。
第

一
ゲ
ー
ム
は

谷
口
が
と
り
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
も
大
き

く
リ
ー
ド
し
た
が
、
終
盤
に
は
い
っ

て
谷
口
は
ぱ
っ
た
り
と
足
が
と
ま
り
、

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
全
力
で
打
っ
て
返
球

さ
れ
る
と
ノ
ー
タ
ッ
チ
と
い
う
場
面

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、　
一
方
の
池
田
も
足
が

出
ず
、
次
第
に
疲
れ
が
つ
み
重
な
り

苦
し
く
な
る
と
ス
マ
ッ
シ
ュ
・
レ
シ

ー
プ
に
乱
れ
が
出
は
じ
め
た
。
そ
し

て
サ
ー
プ
権
を
と
っ
て
も
次
に
谷
口

の
全
力
を
こ
め
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
サ

ー
プ
権
を
奪
い
返
さ
れ
る
と
い
つ
状

能
句

ス
タ
ン
ド
で
み
て
い
つ
も
二
人

の
苦
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
で

谷
口
が
２
１
０
で
勝
っ
た
も
の
の
、

次
の
試
合
は
期
待
で
き
な
い
状
態
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
泉
２
１
０
丸
山

■
今
泉
は
丸
山
の
執
よ
つ
な
食
い
下

が
り
に
あ
い
な
が
ら
も
、
ポ
ー
ル
を

コ
ー
ナ
ー
に
散
ら
し
、
ミ
ス
の
少
な

い
今
泉
ら
し
い
プ
レ
ー
で
ベ
ス
ト
４

へ
進
出
し
た
。

▽
準
決
勝

遠
藤
２
１
０
長
谷
川

今
泉
２
１
０
谷
ロ

■
疲
労
こ
ん
ぱ
い
の
遠
藤
と
ス
タ
ミ

ナ
を
残
す
長
谷
川
の
一
戦
は
、
長
谷

川
有
利
か
と
思
わ
れ
た
が
、
遠
藤
は

気
力
で
カ
バ
ー
し
、
第

一
ゲ
ー
ム
を

先
取
。
し
か
し
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い

っ
て
長
谷
川
は
ジ
リ
ジ
リ
と
遠
藤
を

追
い
つ
め
、
こ
れ
は
…
…
と
思
わ
れ

た
。
そ
し
て
１０
１
７
と
リ
ー
ド
し
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
も
つ
れ
こ
む

様
相
と
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
長
谷
川

は
パ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
、
腰
を
痛
め

て
し
ま
っ
た
。

も
し
、
腰
を
痛
め
な
け
れ
ば
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
遠
藤

の
お
ど
ろ
く
べ
き
ス
タ
ミ
ナ
と
気
力

を
賞
賛
し
た
い
。

一
方
の
金
泉
は
、
谷
口
を
全
く
相

手
と
せ
ず
、
難
な
く
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
し
た
。
谷
回
は
も
う
限
界
と
い
っ

た
様
子
で
サ
ー
プ
を
返
す
の
が
や
っ

と
と
い
う
状
態
で
、
ま
た
も
ベ
ス
ト

４
の
カ
ベ
を
破
れ
な
か
っ
た
。

▽
決
勝
〈
ヱ
泉
２
１
０
遠
藤

■
超
人
的
な
体
力
と
気
力
で
決
勝
ま

で
き
た
遠
藤
も
、
つ
い
に
余
裕
十
分

の
今
泉
の
前
に
屈
し
た
。
し
か
し
、

決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
頑
張
り
を
み

せ
た
の
は
立
派
で
あ
っ
た
。

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
四
回
戦

田
所

・
浜
谷

（東
京
）
２
１
１
谷
口

・
松
局

（愛
知
）、笠
井

・
高
橋

（神

奈
川
）
２
１
１
北
方

。
東

（石
川
）、

河
村

。
今
泉

（富
山
）
２
１
０
佐
藤

・
佐
藤

（青
森
）、
鈴
木

。
栂
野
尾

今憂
３

２
１
０
杉
田

。
瀬
戸

（神

奈
川
）、鷲
尾

。
水
川

（大
阪
）
２
１

０
伊
藤

。
佐
々
木

（青
森
）、池
田

・



尾
崎

（東
京
）
２
１
０
村
谷

・
和
田

（茨
城
）、関
村

。
牧
野

（富
山
）
２

１
０
山
本

・
佐
藤

（東
京
ｘ
小
島

・

宮
川

（神
奈
川
）
２
１
０
岩
田
。
滝

野

（大
阪
）

▽
準
々
決
勝

田
所

・
浜
谷
２
１
０
笠
井

・
高
橋

■
田
所
組
は
、
前
の
谷
口
。
松
揚
戦

で
か
な
り
せ
っ
た
た
め
、
苦
し
い
ゲ

ー
ム
で
は
あ
っ
た
が
、
笠
井
組
の
ペ

ー
ス
を
乱
し
、
終
始
自
分
た
ち
の
思

う
ま
ま
に
進
め
た
。

河
村

・
今
泉
２
１
０
鈴
木

・
栂
野

尾
■
鈴
木

・
栂
野
尾
組
の
高
い
打
点
か

ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
ほ
と
ん
ど
顔
を

出
さ
な
い
う
ち
に
終
瓦

池
田

・
尾
崎
２
１
０
鷲
尾

・
水
川

■
尾
崎
は
後
衛
で
打
っ
て
よ
し
、
前

へ
出
て
も
よ
し
と
い
っ
た
調
子
の
波

に
乗
り
か
け
て
楽
晴

小
島

・
宮
川
２
１
１
関
村
・
牧
野

■
ダ
ブ
ル
ス
一
本
に
絞
っ
て
優
勝
を

ね
ら
っ
て
き
た
小
島

・
宮
川
組
で
あ

っ
た
が
、
関
村
の
し
つ
こ
い
守
り
と

牧
野
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
攻
撃
に
、
途
中

何
度
も
立
往
生
し
な
が
ら
の
辛
時

し
か
し
、
体
力
的
に
か
な
り
負
担

の
か
か
っ
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

▽
準
決
勝

河
村

。
今
泉
２
１
０
田
所

・
浜
谷

池
田

・
尾
崎
２
１
０
小
島

・
宮
川

■
河
村

・
今
泉
は
、
す
っ
か
り
疲
れ

の
み
え
た
相
手
に
対
し
、
丁
寧
な
配

球
と
確
実
な
レ
シ
ー
プ
で
危
げ
な
く

勝
っ
た
。

事
実
上
の
決
勝
か
と
み
る
れ
た
池

田
組
対
小
島
組
の
対
戦
は
非
常
に
見

ご
た
た
の
あ
る

一
戦
で
あ
っ
た
。

宮
川
に
い
ま
ひ
と
つ
当
た
り
が
出

ず
、
苦
し
い
展
開
を
し
い
ら
れ
て
い

る
小
島

・
宮
川
組
に
対
し
、
池
田

・

尾
崎
は
、
尾
崎
が
快
調
で
、
よ
く
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
、
池
田
も
つ
ま
く

尾
崎
を
リ
ー
ド
し
、
自
ら
は
ネ
ッ
ト

ぎ
わ
の
処
理
が
速
く
、
会
心
の
ゲ
ー

ム
で
決
勝
へ
進
ん
だ
。

▽
決
勝
池
田

。
尾
崎
２
１
０
河
村

・
今
泉

■
決
勝
に
な
っ
て
も
池
田
組
の
調
子

は
依
然
好
調
で
、
接
戦
に
な
る
と
い

う
予
想
に
反
し
て
楽
勝
で
栄
冠
を
獲

得
し
た
。

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
四
回
戦

湯
木
博
江

（東
京
）
２
１
０
佐
藤
正

江

（神
奈
川
）、沼
能
久
子

（栃
木
）

２
１
０
塩
崎
睦
子

Ｔ
昌
山
）、池
田
静

江

（愛
知
）
２
１
０
高
田
幹
子

（大

阪
）、高
崎
弘
子

（兵
庫
）
２
１
０
中

村
正
枝

（福
井
）、
柴
山
き
よ
子

（東

京
）
２
１
０
柿
本
彰
子

（長
崎
）、田

村
静
子

（北
海
道
）
２
１
１
尼
崎
初

子

（兵
庫
ｘ
池
田
美
加

（東
京
）
２

１
０
川
東
秀
美

（香
川
）、石
崎
茂
子

食
昼
示
）
２
１
１
藤
井
由
美
子

（栃

木
）
▽
準
々
決
勝

湯
木
２
１
０
沼
能
、
高
崎
２
１
１
池

田
、
柴
山
２
１
０
田
村
、
石
崎
２
１

１
池
田

▽
準
決
勝

湯
木
２
１
０
高
崎

石
崎
２
１
０
柴
山

■
す

っ
か
り
手
の
内
を
知
っ
た
者
同

士
の
ゲ
ー
ム
だ
け
に
全
く
盛
り
上
が

り
な
く
淡
々
と
し
た
結
果
に
終
わ
っ

た
。
▽
決
勝
湯
木
２
１
０
石
崎

■
ア
ジ
ア
大
会
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り

の
湯
木
は
、
体
が
重
く
ミ
ス
も
多
く

全
く
冴
え
な
い
プ
レ
ー
で
あ
っ
た
が
、

石
崎
も
そ
の
湯
木
を
追
い
こ
む
こ
と

が
で
き
ず
、
全
日
本
社
会
人
の
決
勝

と
し
て
は
ま
こ
と
に
内
容
に
乏
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

薗
浦

・
田
所

（香
川
）
２
１
０
大
貫

。
坂
入

（栃
木
）、湯
木

・
池
田

（東

京
）
２
１
０
塩
崎

上
示
田

含
昌
山
）、

田
村

・
高
野

（北
海
道
）
２
１
０
石

崎

。
今
回

（東
京
）、
沼
能

・
藤
井

（栃
木
）
２
１
０
宮
本

。
天
野

（東

一示
）
▽
準
決
勝

湯
木

・
池
田
２
１
０
面
浦

。
田
所

沼
能

。
藤
井
２
１
１
田
村

・
高
野

■
北
海
道
の
田
村

・
高
野
が
よ
く
が

ん
ば
っ
た
の
が
日
に
つ
い
た
く
ら
い

で
、
相
変
わ
ら
ず
盛
り
上
が
り
に
欠

け
た
内
泰■

▽
決
勝
湯
木

・
池
田
２
１
１
沼
能

・
藤
井

■
ス
コ
ア
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム

で
あ
る
が
、
湯
木

・
池
田
が

一
方
的

に
ミ
ス
を
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し

立
直
っ
て
は
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
と

い
う
展
開
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
ヤ
マ

場
も
な
く
、
と
て
も
決
勝
と
は
思
え

な
い
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

◆
男
子
４０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

手話薇埋心　２１０　榊削鯛」

（畑福拙繊　２１０
　
（浜紳牡罰

▽
決
勝
毛

　

利

２
１
１

　

畑

◆
男
子
５０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

（上袈
一
―
・
（久電
垢

（中州鵬玖　２１０
　
（佐燐海甜瑯

▽
決
勝
中

　

村

２
１
０

上

　

回

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽
二
回
戦

杉
田

・
杉
田

（神
奈
川
）
２
１
０
杉

上

・
薗
浦

（香
川
）、木
村

・
高
野

（北
海
道
）
２
１
０
田
所

。
今
田

（東
京
）、鈴
木

・
小
笠
原

（東
京
）

混
合
は
今
井
・
池
田
が
圧
勝

◆
男
子
３０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

論財訃犠
　２１０　製樹岬嗜

（士動
明
２↓

（三認
瑚

▽鍬勝　木　２１０　士口　　田

朝利新卸鋼開け̈
鵡脚神デ雌罐

軽酬阻はいＦ齢つ木“「べは厚く

◆
男
子
３０
才
以
上
ダ
ブ
ル
ス

▽
決
勝

諌

譴

判

―

轟

暁

■
シ
ン
グ
ル
ス

一
、
二
位
の
二
人
が

組
む
ペ
ア
だ
け
に
、
実
力
は
ず
ば
抜

け
て
お
り
、
奥
村

・
中
田
組
に
は
ほ

し，
ｔ
ガ
ニ
ノ
ャ
ン
ス
わヽ
―
）
い
手
′
ャ
ン
ス

も
な
く
、
鈴
木
組
の
楽
勝
。



２
１
０
高
橋

・遠
藤

（神
奈
川
）、平

井

・
柴
山

（東
京
）
２
１
１
神
戸

・

山
本

（福
井
）、吉
田

・
紅
野

（神
奈

川
）
２
１
０
明
間

・
天
野

（東
京
）、

山
田

。
田
村

（北
海
道
）
２
１
０
松

島

・
池
田

（愛
知
）、今
井

・
池
田

全
墨
示
）
２
１
０
日
下
部

・
嶋

（静

岡
）、山
本

・
高
橋

（東
京
）
２
１
０

寺
崎

。
中
村

（福
井
）

▽
準
々
決
勝

木
村

・
高
野
２
１
１
杉
田

・
杉
田

■
前
日
の
ダ
ブ
ル
ス
で
も
元
気
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
高
野
は
、
こ
の
日
も
快

調
で
前
衛
で
積
極
的
に
手
を
出
し
、

う
ま
く
ミ
ド
ル
・
ポ
ー
ル
を
使
っ
て

出
足
か
ら
押
し
気
味
に
進
め
た
。
そ

し
て
第

一
ゲ
ー
ム
を
先
取
、
第
ニ
ゲ

ー
ム
は
接
戦
の
末
落
と
し
た
が
、
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
中
盤
か
ら
再
び
調

子
を
と
り
も
ど
し
、
第

一
シ
ー
ド
を

破
る
殊
勲
を
た
て
た
。

平
井

・
柴
山
２
１
０
鈴
木
・小
笠
原

■
平
井
と
柴
山
は
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ

ン
よ
く
走
り
、
つ
な
い
だ
が
、
鈴
木

。
小
笠
原
は
と
き
お
り
二
人
が
重
な

っ
て
し
ま
つ
な
ど
動
き
に
乱
れ
が
日

立
ち
、
ベ
ス
ト
４
入
り
は
果
た
せ
な

か
っ
た
。

山
田

。
田
村
２
１
１
吉
田

・
紅
野

■
第

一
ゲ
ー
ム
の
様
子
か
ら
す
れ
ば

吉
田
組
の
楽
勝
か
と
思
わ
れ
た
が
、

第
ニ
ケ
ー
ム
に
は
い
る
前
半
に
吉
田

組
に
ミ
ス
が
目
立
ち
、
し
だ
い
に
山

田
・
田
村
に
調
子
が
戻
り
、
互
角
の

打
合
い
と
な
っ
た
¨
前
半
戦
に
比
べ

る
と
中
盤
以
降
は
、
吉
田

・
紅
野
は

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
と
く
に
前
衛
で

の
ス
ト
ッ
プ
が
狂
い
は
じ
め
た
。
そ

し
て
、
田
村
が
後
ろ
か
ら
も
打
つ
な

ど
積
極
的
な
攻
撃
に
終
始
し
た
山
田

組
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
も
点
差

を
開
い
て
逃
げ
切
っ
た
。

今
井

・
池
田
２
１
０
山
本

。
高
橋

■
こ
れ
と
い
っ
た
ミ
ッ
ク
ス
の
味
は

ま
っ
た
く
な
い
が
、
と
に
か
く
よ
く

打
つ
ペ
ア
の
今
井

・
池
田
は
若
さ
に

も
の
を
い
わ
せ
て
圧
睦

▽
準
決
勝

平
井

・
柴
山
２
１
１
木
村

・
高
野

今
井

・
池
田
２
１
０
山
田

。
田
村

■
ベ
ス
ト
４
ま
で
よ
く
戦
っ
て
き
た

北
海
道
の
二
つ
の
ペ
ア
も
、
こ
こ
で

力
つ
き
た
感
が
あ
っ
た
が
、
両
ペ
ア

と
も
意
気
が
あ
い
、
よ
く
走
り
拾

つ

と
し
ヽ
、
つ
非
常
に
好
感
の
も
て
る
ゲ
ー

ム
ぶ
り
で
、
地
元
の
中

。
高
校
生
の

さ
か
ん
な
声
援
を
受
け
て
い
た
。

▽
決
勝
今
井

・
池
田
２
１
０
平
井

・
柴
山

■
決
勝
に
残
っ
た
四
人
と
も
同
じ
チ

ー
ム
の
メ
ン
パ
ー
だ
け
に
、
全
く
波

乱
は
な
く
、
順
当
な
結
果
に
終
わ
っ

た
。
□

　

□

今
大
会
は
、
男
子
に
お
い
て
は
連

日
、
好
試
合
が
見
ら
れ
、
と
く
に
シ

ン
グ
ル
ス
に
お
け
る
遠
藤
（北
海
道
）

の
復
調
、
長
谷
川

（石
川
）
の
健
闘
、

ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
は
ベ
ス
ト
８
に

は
い
る
の
も
全
精
力
を
使
い
は
た
す

な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
数
多
く
、
田
所

・

浜
谷

（東
京
）
対
谷
口
・
松
島

（愛

知
）
の
試
合
な
ど
は
、
三
ゲ
ー
ム
ロ

一
方
的
に
な
っ
た
も
の
の
、
両
者
と

も
に
全
力
を
出
し
た
と
い
う
充
実
感

が
ス
タ
ン
ド
に
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
学
生
時
代
カ
ベ
に
つ
き
当
た

っ
た
感
じ
の
尾
崎

（東
京
）
も
池
田

の
う
ま
い
リ
ー
ド
で
そ
の
持
ち
味
を

十
分
発
揮
し
、
み
ご
と
に
優
勝
し
た
。

池
田
も
ア
ジ
ア
大
会
直
後
と
い
つ
悪

条
件
も
表
面
に
見
せ
ず
、
単
複
と
も

一
つ
一
つ
け
ん
命
に
取
り
組
む
態
度

は
立
派
で
あ
っ
た
。

一
方
女
子
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ

と
い
っ
た
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
と

く
に
王
者
湯
木
は
不
調
そ
の
も
の
で
、

一
日
見
よ
つ
と
つ
め
か
け
た
地
元
フ

ァ
ン
の
期
待
を
裏
切
っ
た
の
は
否
め

な
い
。
そ
の
中
で
愛
知
の
池
田
、
北

海
道
の
田
村
ら
が
よ
く
頑
張
り
、
ま

た
新
人
の
高
田

（大
阪
）、佐
藤

（神

奈
川
）
は
１６
入
り
を
は
た
し
、
今
後

に
期
待
を
も
た
せ
た
。

国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
い
つ

こ
と
で
、
非
常
に
キ
メ
の
細
か
い
熱

の
こ
も
っ
た
運
営
が
行
な
わ
れ
、
会

場
と
宿
合
の
距
離
も
送
迎
バ
ス
で
解

消
す
る
な
ど
、
か
な
り
恵
ま
れ
た
大

会
で
あ
っ
た
。

石崎 (東京 )笠井 (神奈川 )
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木村 。高野組 (北海道 ) 山田 。田村組 (北海道 )

30才単複優勝の鈴木 (神奈川 ) 男子シングルス,手前から今泉,遠藤,谷 口

漑 l

「

一●
一

踪
晰
縣
魃

中、一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

』

＼



お
母

さ
ん
、
が
ん
ば
れ

ッ
〃

盛
大
に
開
催
さ
る

全
国
各
地
で
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
、
県
単

位
で
試
合
が
組
ま
れ
る
よ
つ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
愛
知
県
に
お
い
て

も
六
年
前
普
及
委
員
会
が
中
心
に
な

り
、
県
下
最
初
の
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
、
現

在
で
は
二
十
数
余
の
サ
ー
ク
ル
が
活

動
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
愛
知
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
で
は
、
中
日
新
聞
社
の
共
催
を

え
て
、
８
月
２５
日
県
体
育
館
に
１８
チ

ー
ム
、
二
〇
〇
名
の
参
加
者
を
集
め
、

第

一
回
愛
知
県
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

名
古
屋
で
マ
マ
さ
ん
大
会

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
言
葉

か
ら
感
じ
る
の
は
和
気
あ
い
あ
い
の

ム
ー
ド
で
試
合
が
進
行
す
る
よ
つ
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
に
は

試
合
開
始
１
時
間
前
の
８
時
頃
に
は

４
～
５
名
の
選
手
が
集
ま
っ
て
お
り
、

日
頃
、
包
丁
を
手
に
し
て
、
と仝
廷
で

動
き
ま
わ
っ
て
い
る
主
婦
が
、
今
日

は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
し
、
ふ
だ
ん

の
練
習
の
成
果
を
確
か
め
あ
お
う
と

い
う
意
気
ご
み
が
試
合
前
よ
り
感
じ

ら
れ
た
。

試
合
開
始
の
９
時
に
は
、
全
員
が

集
合
し
、
開
会
式
の
あ
と
準
備
運
動

の
重
要
さ
を
説
明
し
な
が
ら
体
を
ほ

ぐ
し
、
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

試
合
形
式
は
ぃ
１８
チ
ー
ム
を
４
つ

に
分
け
春
夏
秋
冬
組
と
し
、
リ
ー
グ

戦
方
式
で
ダ
ブ
ル
ス
３
試
合
を
し
、

２
ポ
イ
ン
ト
先
取
形
式
の
た
め
オ
ー

ダ
ー
に
関
し
て
も
監
督
は
非
常
に
苦

労
を
し
て
い
た
。

選
手
層
は
５３
オ
～
２４
オ
と
幅
広
く
、

か
っ
て
全
日
本
に
出
場
し
た
経
験
の

あ
る
人
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
で
は
じ
め

て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
た
主
婦
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
試
合
の
ほ
う
は
、

日
頃
の
力
を
発
揮
し
、
各
所
に
す
ば

ら
し
い
プ
レ
ー
も
見
う
け
ら
れ
、
珍

プ
レ
ー
も
続
出
し
た
が
、
試
合
の
態

度
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
シ
ャ
ト
ル

を
迫
一つ
目
は
、
日
頃
碁杢
廷
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
試
合
が
お
わ
れ
ば
そ
の

目
は
や
さ
し
い
母
の
目
に
も
ど
り
、

赤
ち
ゃ
ん
を
ご
主
人
共
ど
も
あ
や
す

も
の
、
又
ゆ
り
か
ご
に
の
せ
る
も
の
、

だ
っ
こ
し
て
自
分
の
チ
ー
ム
を
応
援

す
る
も
の
等
の
風
景
は
、
家
庭
婦
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
な
ら
で
は
の
も

の
で
あ
っ
た
。

試
合
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、
各

組
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
い
ろ
い
ろ
な

賞
品
が
渡
さ
れ
、
特
別
賞
と
し
て
、

大
会
最
高
齢
者
の
他
２
名
に
も
賞
品

が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
お
も
わ
な
い

賞
に
主
婦
は
に
こ
に
こ
し
て
、
大
会

は
終
っ
た
。

大
会
後
、
２
～
３
人
の
主
婦
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

人
か
ら
運
動
不
足
の
主
婦
に
と
っ
て
、

健
康
及
び
精
神
面
を
考
え
れ
ば
、
た

い
へ
ん
良
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
て
い
た
。

試
合
に
関
し
て
は
、
初
め
て
の
こ

と
な
の
で
相
手
の
コ
ー
ト
に
シ
ャ
ト

ル
を
返
す
の
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、

相
手
の
動
き
な
ど
は
見
て
い
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
か
、
か
た
く
な
っ
て

し
ま
い
、
自
分
自
身
の
動
き
も
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
た
な
ど
の
意
見
も
き

か
れ
た
。

出
場
選
手
が
体
育
館
を
さ
る
時
、

来
年
は
優
勝
す
る
ん
だ
と
皆
ん
な
で

話
し
な
が
ら
帰
る
姿
は
、
満
足
の
い

く
プ
レ
ー
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

来
年
の
大
会
は
も
っ
と
す
ば
ら
し
い

も
の
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

=御  _ |
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(上)試合を終えて晴れの表彰
「rヽ いヽ |
ヘ

《ム・↑_ミ=

〔試
食

案

〕

春
組

・
１
位
＝
豊
田
婦
人
同
好
会

（
３
勝
）、
２
位
＝
大
山
城
ク
ラ
ブ

（２
勝
１
敗
）、
３
位
＝
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
城
北
同
好
会

（１
勝
２
敗
）、
４

位
＝
大
池
田
地
羽
根
の
会

（３
敗
）

●
個
人
賞
＝
堀
江
綾
子

（大
山
城
ク

ラ
ブ
）

夏
組

・
１
位
＝
県
体
女
性
教
室
ク
ラ

ブ

（４
勝
）、２
位
＝
豊
田
け
や
き
会

（２
勝
２
敗
）、大
山
乾
山
ク
ラ
ブ

（同
）、東
海
市
同
好
会

（同
）、５
位

＝
江
南
市
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
４
敗
）

●
個
人
賞
＝
可
児
勝
子

（大
山
乾
山

ク
ラ
ブ
）

秋
組

・
１
位
＝
東
海
ク
ラ
ブ

（３

勝
）、
２
位
＝
大
山
市
婦
人
ク
ラ
ブ

（２
勝
１
敗
）、
３
位
＝
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
城
西
同
好
会

（１
勝
２
敗
）、
４

位
＝
蒲
郡
婦
人
ク
ラ
ブ

（３
敗
）

●
個
人
賞
＝
伊
藤
輔
沙
子

（県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
城
西
同
好
会
）

冬
組

。
１
位
Ｈ
刈
谷
ク
ラ
ブ

（４

勝
）、２
位
＝
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
名
城

同
好
会

（３
勝
１
敗
）、３
位
＝
豊
田

ひ
ま
わ
り
会

（２
勝
２
敗
）、
４
位
＝

大
山
白
帝
ク
ラ
ブ

（１
勝
３
敗
）、５

位
＝
大
山
婦
人
会
羽
黒
ク
ラ
ブ

（４

敗
）

(下 )ベ ビーカー もコー トサ イ ドに

11

(上 )き ょうのおもりは
パパの役目です
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昭和 49年度 日本バ ドミン トン協会検定審査用具一覧表

ハ タチ・ビクトリー

サンバ タ・スター

サンバ タ・キング

サ ンバ タ・ クィーン

シャトル 陸鳥の部
検定球
サンバタ
サンバタB

ネツトの部

倉敷ビニロンマツモ トネット
No48 T R
NQ50 V A .
No52 A
T-518
カネヤビニロンA
カネヤナイロンB
♯70-2112
♯70-3015
♯70-3115

ポストの部

T座式バ ドミントン支オ主
B50
B51

オールスチール グラー ド

No2000ニ ュープラック
No1000ニ ュー ミニ

No 8ウ インナー
No 7シ ルパー

ウェアの部

s-14T T T半 袖 シャツ
No508リ ー ス半袖 シャツ

No505リ ー ス・ ノー ス リープシャツ

No502リ ー ス・長袖 シャツ

No500リ ー ス・半袖 シャツ

No517リ ー ス・長袖ハ イネックシャツ

No516リ ー ス・半袖ハ イネックシャツ

No512リ ー ス・長袖 シャツ

No510リ ー ス・半袖 シャツ

K― HTTT巻 スコー ト
No595リ ー ス・プ リーツ・スコー ト

No594リ ー ス巻 スコー ト

No590リ ー スフレアー スコー ト

No596リ ー スアンダー スコー ト

No535リ ー スショー トパ ンツ

No532リ ー スス トレッチショー トパ ンツ

デフィ・ ライン入半袖 シャツ

デフ ィスコー ト

デフィライン入巻 スコー ト

デフィショー トパ ンツ

No373ル バー ドウェア半袖 シャツ

ヨネックス・ スポーツ帥

株式会社 諸 江 製 作 所

羽 立 工 業 株 式 会 社

棘 ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 輸

株式会社  ゴ ー セ ン

検 定 合 格

シャトル 水鳥の部
エ リー ト・デラ ンクス

エ リー ト・ トップ

エ リー ト・エース

2\4 v 'z f'

トーナ メン ・デラックス

―ナ メン

―ナ メン ト・ホワイ ト
*-r.>.>1.-/tv-
―ナ メン ト・プラ ンク

No195ゴーール ド・デラックス
M200ゴール ド
No210シ フレバー
ファス ト・ゴール ド

ファス ト・シルバー E7
ファス ト・ グリン

河 崎 ラ ケ

;卜

工 業 帥

|

株式会社 三    和
株式会社  ゴ ー セ ン

有限会社  ジ ャ ワ 商 会

ヨネックス・ スポーツ輸

機 ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

羽 立 工 業 株 式 会 社

株式会社 諸 江 製 作 所

ヨネックス・ スポー ツ棘

株式会社 諸 江 製 作 所

松 本 製 網 株 式 会 社

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所

株式会社 寺 西 喜 商 店
鐘 屋 産 業 株 式 会 社

い ジ ィ テ ィ ヤ ン グ

ヨネックス・ スポー ツ輸

セ ノ ー 株 式 会 社

ヽ 10ス |リ ーエース

No 8ス リーエイ ト
No 7ラ ッキーセブン

S-74オ ールア タック
S-73オ ールマイテ ィ
No3500キ ングメイ ト
No3000 12-ル ド ・ キング
No2500キ ング・アロー
No2000キ ング・ クリッパー
Nd000シ ルバーデラックス
N"00ス ,ト ンプ
No800ダ シンデ ィ
ハ タチフ ントワ~ク
ハ タチカスタム
ハ タチフランチャー
ハ タチジオニー

¥ 3,500 1
¥ 2,900
¥ 2,700
¥ 2,400
¥ 3,400
¥ 2,900
¥ 2,600
¥ 2,800
¥ 2,6o0
¥ 2,400
¥ 3,500
¥ 2,900
¥ 3,000
¥ 2,700
¥ 2,500
¥ 3,000
¥ 3,500
¥ 2,900
¥ 2,700

¥ 1,600
¥ 1,6o0
¥ 1,600

¥ 3,400
¥ 4,500
¥4,300
¥ 3,700
¥ 4,200
¥ 4,700
¥ 4,100
¥4,500
¥ 3,900
¥ 4,300

¥17,000
¥13,500
¥21,000

¥ 1,800
¥ 1,500
¥ 1,200
¥ 5,000
¥ 3,800
¥ 4,000
¥ 3,500
¥ 2,800
¥ 2,300
¥ 1,900
¥ 1,800
¥ 1,500
¥ 4,000
¥ 3,500
¥ 3,000
¥ 2,000
¥ 3,500
¥ 2,000
¥ 1,800
¥ 1,300
¥ 1,000

¥ 2,800
¥ 2,200
¥ 2,100
¥ 2,300
¥ 2,100
¥ 2,300
¥ 2,100
¥ 1,700
¥ 1,500
¥ 3,800
¥ 2,000
¥ 3,000
¥ 2,500
¥   700
¥ 2,100
¥ 3,400
¥ 3,000
¥ 3,300
¥ 3,6o0
¥ 3,600
¥ 1、 900
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パ ド
パ ド
バ ド

バ ド

ン トン支柱  ホール式
ン トン支柱  T座 式
ン トンポス ト

ンポス ト T字 式

No206エバ‐―ウイン

ラインテープの部

No415コ ー トテープ

シムレス・ラインテープ (特殊紙 )
セノーラインテープ

カワサキラインテープ

赤Mラ インテープ
サンパタパ ドミン トンコー トテープ

薔 壼 合 格

合成シヤトルの部

カワサキリープ
メイビス
ハタチハネエース
ナッシュ

ラケットの部

B-65ゴーセンルバー ド
B-60ス ワニー
B-55エ クセレント
B-40フ ァィアレス
MB-73Fオ ールマン
B-69Fブ ルー リース
No1200 Fス タミナ・デラックス
NdOoo Fス タミナ
No201 Fウ イニング・ コース
No204フ ァィンストロー ク (張 り上 り

榊  ′j、  り|1  長  春  館

帥 都 村 製 作 所

ヨネッタス・スポーツい
タ チ カ ラ 株 式 会 社
セ ノ ー 株 式 会 社
河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

昭 和 ゴ ム 株 式 会 社

株式会社 諸 江 製 作 所

株式会社  ゴ ー セ ン

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業い

ヨネックス・ スポーツ榊

No372ル バー ドウェア半袖 シャツ
フレパー ドウェアショー トノヾ ンツ

No243女子 ノース リープシャツ
No140ク ールネックシャツ
No141男 子 シャツ
No142  ″  (ラ イン入 )
No241女 7シ ャツ
No242  ″  (ラ イン入 )
Nd20シ ョー トパ ン ソ`
No121シ ョー トパ ンツ
No122シ ョー トパ ンツ
No920女 子 ショー トパ ンツ
No20o女 子巻 スカー ト
No201女 子フレアー スカー ト
No203女 子プ リーツスカー ト
No214女 子ワンピー ス
No940女 子ワンピー ス
No950JkFF~プ ルラケーーバーー

シユーズの部
パ ドミン トンシュー ズ
パ ドミン トンシュー ズ

ス トリングスの部

LEOINA― SHEEP
HORN― SHEEP DX
HORN― SHEEP
SP― SHEEP
SANY― SHEEP SSW
TOA― GUT
No600ヨ ネックスシープ A
No610ヨ ネ ンクスシ~プ B
No20サンバタバ ドミン トンガットサンシープ
No K 226サ ンパ タパ ドミン トンアメント
Nd00サ ンパ タバ ドミン トンガッ ト
Noloサ ンパ タレインポー シープ
No279ロ ンシープ
No276コ ンカー
No270ニ ューナイロン
No10ooハ イシープ
Nol100ハ イシープデラックス (赤 スパイラル )
No2000ハ ィオー シープ (青 スパ イラル )
No200oハ ィオー シープ (ア ンバー )
M1500ハ イシープダイヤ
NolloOハイシープデラックス (緑 スパイラル )

ヨネックス・ スポー ツい

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 伸
ヨネックス・スポー ツ榊

東 亜 合 織 榊

ヨネックス・スポー ツい

株式会社 諸 江 製 作 所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

株式会社  ゴ ー セ ン

¥ 6,800
¥17,000
¥6,500
¥6,500

¥ 2,300
¥ 2,000
¥ 2,160
¥ 2,200
¥ 1,800
¥ 2,100
¥ 2,100
¥ 2,loo

¥ 2,700
¥   200
¥ 2,700
¥   160

¥ 4,500
¥ 4,500
¥ 4,200
¥ 3,000
¥ 4,500
¥ 4,Oo0
¥ 3,500
¥ 3,000
¥ 2,000
¥ 1,800
¥ 1,600
¥ 1,300
¥ 5,300
¥ 4,8o0
¥ 5,500
¥ 5,0∞
¥5,000
¥ 4,300
¥ 4,500
¥ 3,000
¥ 2,300
¥ 2,000

¥ 1,9oo
¥ 1,900
¥ 2,050
¥ 1,900
¥ 1,800
¥ 2,000
¥ 2,200
¥ 2,000
¥ 2,200
¥ 2,800
¥ 2,400
¥ 2,100
¥ 2,500
¥ 2,600
¥ 1,900
¥ 1,800
¥ 5,500
¥ 6,500
¥ 6,000

¥ 2,000
¥ 2,Oo0

緑
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黄

帥
帥
社
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No210ハー ド・ショッ ト  (  ″
No9100ス リム・ステンレス
No9000ハ イ・ステンレス
No8100プラッキー
No8000ア ル ミナ・ハイパワー
ヽ 70007ル ミナ ・ エー ス
ヽ6500卜 ンヽプエ~ス
No6000フ ァイプ・ェース・デラックス
No3000カ レッジエイ ト
No2000キ ングダイヤ
Noloooク インハー ト
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白いシヤトルコックロがけて

力いつばいふりあろす―一イン

パクトの瞬Fo5に感じる勝利の手

応え /

コーセンのパドミントンラケ

ットはまさにあなたの腕の延長。

はじきの良さと軽やかさ―一こ

ねがコーセンバドミントンラケ

ットの特長です。

その他、シヤトルコック・ウ

エアも教多<用意しています。

あ求めは全国有名デバート・ス

ポーツ店でどうぞ。
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ス

マ
ッ
シ

ュ
は

下
か
ら

は
打

て
な

い

ま
ず
、
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
最
も

重
要
な
基
本
的
な
こ
と
は
、
相
手
ペ

ア
に
球
を
上
げ
さ
せ
、
自
分
た
ち
が

常
に
攻
撃
の
体
勢
に
い
る
と
い
つ
こ

と
で
す
。

こ
の
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
断
然
有

利
に
試
合
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ス
と
違
っ
て
、
二
対
二

の
闘
い
で
す
か
ら
、
ス
タ
ミ
ナ
も
シ

ン
グ
ル
ス
と
比
べ
る
と
楽
で
す
。

そ
こ
で
、
常
に
二
人
で
攻
撃
か
ら

攻
撃
へ
と
連
続
し
て
打
ち
続
け
ら
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
攻
撃
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
相
手
に
球
を
上
げ
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
打
球
が
ネ

ッ
ト
よ
り
下
へ
向
か
っ
て
来
た
の
で

は
打
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
ど
の
よ
う
に

攻
め
た
ら
相
手
に
球
を
上
げ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
逆
に
攻
め

ら
れ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
つ
に
対
処

す
れ
ば
切
り
返
し
て
、
自
分
た
ち
の

攻
撃
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
サ
ー
ビ
ス
を

つ
　
ぶ
　
せ

相
手
の
サ
ー
ビ
ス
を
鋭
く
攻
め
こ

み
、
つ
ぶ
す
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
す
。

要
す
る
に
ブ
ッ
シ
ュ
で
す
。

ま
ず
、
相
手
の
ボ
デ
ィ
、
ま
た
は

前
衛
、
後
衛
の
中
間
を
攻
め
る
の
も

効
果
的
で
ｔ

ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

（ド
ラ
イ
ブ

・
サ
ー
ビ
ス
）
が
き
た
ら
、
必
ず
た

た
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
自
分
が
シ
ョ
ー
ト

・
サ

ー
ビ
ス
を
予
見
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

裏
を
か
か
れ
て
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

が
き
て
、
逆
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

シ
ャ
ト
ル
の
下
へ
は
い
る
の
が
お
く

れ
、
無
理
な
体
勢
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
と
き
は
、
相
手
の
サ

イ
ド
ヘ
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ
と
、
自

分
の
体
勢
が
く
ず
れ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
さ
ら
に
ふ
り
回
さ
れ
る
危
険
が

強
く
、
実
際
に
逆
に
攻
め
こ
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
場
合
ば
、
相
手
の
ボ
デ
ィ
を

ね
ら
っ
て
ハ
ー
フ
ス
ピ
ー
ド
の
ス
マ

ッ
シ
ュ
を
打
つ
か
、
ま
た
は
カ
ッ
ト

や
ド
ロ
ッ
プ
で
逃
げ
る
よ
つ
に
す
べ

き
で
す
。

ス
レ
ス
レ
の
サ
ー
ビ
ス
は

ネ
ッ
ト

ヘ
切
れ

相
手
の
サ
ー
ビ
ス
が
ネ
ッ
ト
ヘ
ギ

リ
ギ
リ
に
は
い
っ
て
き
た
と
き
に
は
、

プ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ス
の
危
険
が
高
く
な

り
ま
す
。
無
理
に
打
っ
て
で
て
ミ
ス

を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
相
手
に
ポ

イ
ン
ト
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
う
い
う
場
合
は
、
プ
ッ
シ
ュ
す

る
と
見
せ
か
け
て
、
瞬
間
的
に
ネ
ッ

ト
ヘ
切
り
、
球
を
上
げ
さ
せ
る
の
で

す
。こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
ひ
と
つ
間

違
う
と
た
ち
ま
ち
相
手
の
前
衛
に
た

た
か
れ
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す

か
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ゆ
っ
く
り
逃
げ
る

こ
と
も
必
要

プ
ッ
シ
ュ
も
で
き
ず
、
ま
た
相
手

が
目
の
前
に
い
て
、
ネ
ッ
ト

ヘ
切
る

こ
と
も
で
き
な
い
場
合
は
、
ゆ
っ
く

り
で
よ
い
か
ら
、
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ

リ
ー

・
ラ
イ
ン
ヘ
逃
げ
、
二
人
で
サ

イ
ド

・
バ
イ

・
サ
イ
ド
の
陣
型
を
と

っ
て
守
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
前
衛
と
後
衛
の
間
へ
中
間

ボ
ー
ル
を
使
う
こ
と
も

一
つ
の
戦
法

で
す
。
以
上
の
よ
つ
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
側
と
し
て
は
、
二
つ
の
こ
と
を

頭
に
お
い
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
。

ブ
ッ
シ
ュ
が
で
き
な
け
れ
ば
ネ
ッ

ト
ヘ
切
る
、
そ
れ
も
ダ
メ
な
ら
あ
わ

て
ず
落
ち
着
い
て
逃
げ
、
体
勢
を
た

て
な
お
す
の
で
す
。

瞬
間
的
な
判
断
を
要
す
る
プ
レ
ー

で
す
か
ら
、
練
習
に
お
い
て
は
、
必

ず
プ
ッ
シ
ュ
で
サ
ー
ビ
ス
を
つ
ぶ
す

の
だ
と
い
う
気
持
で
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
絶
体
に
必
要
で
す
ｔ

そ
れ
で
は
次
に
、
サ
ー
ビ
ス
か
キ

る
側
に
回
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
で
す
。

ど
こ
へ
き
て
も

取
る
つ
も
り
で

プ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
場
合
か
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ー
バ
ー
は
、
ボ
デ
ィ
に
く
る
球

だ
け
に
注
意
し
、
後
衛
は
、
サ
イ
ド

ボ
デ
ィ
、
ど
こ
へ
き
て
も
取
る
気
持

で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然

守
備
範
囲
も
広
く
な
り
ま
す
か
ら
、

集
中
力
を
も
っ
て
レ
シ
ー
ブ
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
プ
ュ
シ
ュ
さ
れ
た
球
を

安
易
に
上
げ
て
し
ま
っ
て
は
な
ん
に

も
な
り
ま
せ
ん
。

中
間
ボ
ー
ル
で
逃
げ
る
か
、
ネ
ッ

ト
ヘ
落
と
す
か
で
あ
り
、
三堅
忠
の
場

合
は
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ
リ
ー

・
ラ
イ

ン
ヘ
奥
深
く
返
す
こ
と
で
す
。

ネ

ッ
ト

ヘ
き

た
ら

た

た

け

サ
ー
バ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
ヘ
切
ら
れ

た
球
を
処
理
す
る
に
は
、
ま
す
た
た

く
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で

す
。
そ
し
て
、
も
し
た
た
け
な
い
場

合
は
、
も
つ
一
度
ネ
ッ
ト
ヘ
切
り
返

す
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
も
や
は
り
ひ

と
つ
間
違
う
と
、
相
手
に
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
、
慎
重
な
プ
レ
ー
が
要
求
さ

れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ヘ
切
ら
れ
た
場
合
も
、
相

手
の
球
が
ネ
ッ
ト
か
ら
浮
く
こ
と
な
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●連載体当たり

ダブルスの実戦

●わροJ κοブJπα

く
、
前
衛
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
て

プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
も
ネ
ッ
ト
ヘ
切

り
返
す
こ
と
も
で
き
な
い
場
合
は
、

中
間
ポ
ー
ル
で
逃
げ
る
か
、
相
手
の

奥
深
く
返
し
て
体
勢
を
た
て
な
お
し

ま
す
。
中
途
半
端
な
球
は
絶
対
に
上
げ
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。

上
が
っ
た
ら

も
ち
ろ
ん
ス
マ
ッ
シ
ュ

相
手
の
レ
シ
ー
プ
が
バ
ッ
ク
バ
ウ

ン
グ
リ
ー

・
ラ
イ
ン
ヘ
上
が
っ
て
き

た
ら
、
自
分
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
に
う

ま
く
は
い
っ
た
と
い
つ
こ
と
で
す
か

ら
、
思
い
切
っ
て
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打

ち
込
む
こ
と
で
す
。

以
上
が
、
基
本
的
な
こ
と
で
す
か

ら
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
て
プ
レ

―
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ー
ト
・サ
ー
ビ
ス
が

う
ま
け
れ
ば

す

べ
て
よ
し

さ
て
、
グ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
つ
シ
ョ
ー

ト

・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
少
し
。

よ
く
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
が
安

定
し
て
い
る
と
き
は
、
何
も
か
も
つ

ま
く
い
く
と
い
い
ま
す
が
、
実
際
に

こ
の
こ
と
ば
は
当
た
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
と
い
う
の
は
、
シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー

ビ
ス
が
よ
く
は
い
る
と
い
つ
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
自
分
が
落
ち
つ
い
て
自
信

を
も
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い
る
と
い
つ

こ
と
の
証
拠
な
の
で
す
。

相
手
を
の
ん
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で

ロ
ン
グ
・サ
ー
ビ
ス
は

見
破
ら
れ
ぬ

こ
と
が
大
切

次
は
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

（ド
ラ

イ
プ

・
サ
ー
ビ
ス
）
で
す
。　
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス
は
常
に
シ
ョ
ー
ト

・
サ

ー
ビ
ス
と
見
せ
か
け
て
行
な
う
こ
と

が
必
要
で
、
み
す
み
す
わ
か
っ
て
し

ま
つ
よ
つ
で
は
簡
単
に
打
ち
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

い
つ
も
同
じ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
違
っ

た
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
る
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ロ
ン
グ

・
サ
ー
ビ

ス
は
、
相
手
が
疲
れ
た
時
な
ど
に
は
、

非
常
に
効
果
的
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
の
だ
い
ご
味

ダ
ブ
ル
ス
の
お
も
し
ろ
味
は
、
攻

撃
、
防
御
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動
き
と
、
速
い
ス
ト

ロ
ー
ク
で
す
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
攻
撃
に
対
し
て
も
、

レ
シ
ー
ブ
側
は
で
き
る
か
ざ
り
素
早

く
返
球
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
い
つ
の
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
リ

ブ
レ
ー
を
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ

の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
多
く
の
ダ
ブ
ル
ス
の
名

選
手
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
非
常
に
つ
ま

く
、
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
を
考
え
て
も

ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
い

か
に
重
要
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

タ
ー
ン
が
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
、
ス

マ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
も
の
も
苦
し
く

な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

最
後
に
球
を
上
げ
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
と
逆
に
、
自
分
た
ち
は
簡
単
に

上
げ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
ひ
と
た
び
攻
撃
を
始
め

た
ら
、
単
発
に
終
わ
る
こ
と
な
く
何

発
も
連
続
し
て
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
で
き

る
よ
つ
に
練
習
で
打
ち
込
み
を
す
る

こ
と
が
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

鰤電
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前
回
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
選
手

生
活
の
最
後
に
し
よ
つ
と
思
っ
て
い

た
大
会
で
優
勝
し
て
し
ま
い
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
も
う

一
度
や
っ
て
み

よ
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全
英
選

手
権
の
ダ
ブ
ル
ス
で
湯
木
さ
ん
と
組

ん
で
優
勝
し
た
こ
と
ま
で
を
書
き
ま

し
た
が
、
そ
の
翌
年
、　
一
九
七
二
年

の
こ
と
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

ツ
ェ
ド
ベ
リ
に
勝
つ

一
九
七
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征

の
ス
タ
ー
ト
は
必
ず
し
も
快
調
と
は

い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
年
は
、

ユ
ー
バ
ー
杯
の
防
衛
戦
が
控
え
て
い

ま
し
た
の
で
重
要
な
年
だ
っ
た
の
で

す
が
、
ま
ず
最
初
の
デ
ン
マ
ー
ク
選

手
権
で
、
私
は
エ
バ
・
ツ
ェ
ド
ベ
リ

に
決
勝
で
あ
っ
さ
り
と
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
出
足
で
ま
ず
つ
ま
ず
い

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
全
英
選
手
権
の
前
に

イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
行
な
わ

れ
た
招
待
大
会
の
決
勝
で
再
び
エ
バ

と
顔
を
合
わ
せ
た
の
で
す
。

こ
の
試
合
で
私
は
、
足
に
大
き
な

マ
メ
を
作
っ
て
し
ま
い
、
走
る
の
が

非
常
に
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
体
質

的
に
マ
メ
の
で
き
や
す
か
っ
た
私
は
、

こ
の
時
も
か
な
り
深
く
し
て
し
ま
い

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、　
エ
バ
と
対

戦
し
た
と
き
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
の

借
り
を
返
し
た
か
っ
た
し
、
決
勝
で

も
あ
っ
た
の
で
、
足
の
痛
さ
を
忘
れ

て
試
合
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
１
１
の
あ
と
の
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
は
１０
１
２
と
、
大

き
く
リ
ー
ド
を
し
て
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
を
に
ぎ
り
、
優
勝
は
目
の
前
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
の
一
本

が
取
れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
た
っ

た

一
本
を
と
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る

う
ち
に
エ
バ
は
ジ
リ
ジ
リ
と
追
っ
て

き
ま
す
。

焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
う
ま
く
い
か
な

く
な
り
、
と
う
と
う
１０
オ
ー
ル
の
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
し
ま
う
苦
戦

で
し
た
。
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
は
い
っ

て
も
相
変
わ
ら
ず
の
接
戦
で
１
本
の

差
で
よ
う
や
く
優
勝
し
た
よ
う
な
内

容
で
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
会
で
は
、
私

は
ダ
ブ
ル
ス
し
か
優
勝
し
た
こ
と
が

な
く
、
こ
の
エ
バ
に
勝
っ
て
初
優
勝

し
た
こ
と
は
、
大
変
に
嬉
し
い
こ
と

で
し
た
。

前
年
の
経
験
を
薬
に

こ
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
会
の
あ
と
、

全
美
選
手
権
の
直
前
に
イ
ギ
リ
ス
と

の
対
抗
試
合
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

足
の
不
調
も
あ

っ
て
、
あ
え
て
シ
ン

グ
ル
ス
は
休
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

前
の
年
、
こ
こ
で
全
力
を
つ
く
し

た
結
果
、
次
の
全
英
選
手
権
で
負
傷

を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

体
を
休
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
全
英
選
手
権
で
は
、
体
も
軽

く
な
り
、
順
調
に
勝
ち
進
み
、
い
よ

い
よ
決
勝
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
相
手
は
湯
木
さ
ん
…
…
。

つ
い
に
全
英
の
決
勝

ヘ

相
手
は
湯
木
選
手
″

決
勝
で
は
、
湯
木
さ
ん
も
快
調
で

し
た
が
、
第

一
ゲ
ー
ム
は
私
が
、
た

し
か
５
、
６
本
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
先
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い

る
と
湯
木
さ
ん
は
俄
然
調
子
を
上
げ

て
き
て
、
彼
女
本
来
の
ペ
ー
ス
を
つ

か
み
、
１
１
１
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
は

い
っ
て
も
湯
木
さ
ん
は
つ
ね
に
私
よ

り

一
歩
前
を
行

っ
て
し
ま
い
、
私
は

苦
し
い
ゲ
ー
ム
を
強
い
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
い
よ
い
よ
３
１
７
と

な
っ
た
の
で
す
。

３

１

７

・

・

・

・

‥

と
う
と
う
優
勝
は

だ
　
め
　
か

第
ニ
ゲ
ー
ム
で
３
１
７
と
引
き
離

さ
れ
た
と
き
、　
私
は
心
の
中
で
、

「ま
た
だ
め
だ
っ
た
か
。
今
ま
で
何

回
も
挑
戦
し
、
い
つ
も
勝
利
の
女
神

に
見
放
さ
れ
、
く
や
し
涙
に
終
わ
っ

た
全
英
選
手
権
は
、
ま
た
勝
て
な
い

の
か
。
自
分
は
も
う
い
つ
ま
で
プ
レ

ー
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
も
う

三
度
と
チ
ャ
ン
ス
は
め
ぐ
っ
て
こ
な

い
か
も
知
れ
な
い
な
…
…
」

と
考
え
ま
し
た
。

す
る
と
、
妙
に
気
が
休
ま
り
、
ど

う
せ
だ
め
な
ら
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
思

い
切
っ
て
動
い
て
、
全
力
を
出
し
切

っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

奇
跡
の
逆
転

ヘ

そ
し
て
３
１
７
で
サ
ー
ビ
ス
権
が

回
っ
て
き
た
と
き
に
　
思
い
切
っ
て

ド
ラ
イ
ブ

・
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
湯
木
さ
ん
は
び
っ

く
り
し
た
の
か
ミ
ス
を
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
４
１
７
。
私
は
も
つ
一
度
続

け
て
ド
ラ
イ
ブ

・
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

み
ま
し
た
。
ま
た
ポ
イ
ン
ト
…
…
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
わ
ず
か
で
す

が
光
が
さ
し
込
ん
で
き
た
の
で
す
。

も
つ
だ
め
だ
と
優
勝
を
あ
き
ら
め
た

の
に
、
せ
り
合
っ
て
く
る
う
ち
に
、

負
け
て
も
と
も
と
や
る
だ
け
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
も
ち
に
な
り
、
か

え
っ
て
冷
静
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
１０
１
８
と
逆
転
す
る

こ
と
が
で
き
、
何
回
か
の
サ
ー
ビ
ス

の
や
り
と
り
の
あ
と
、
つ
い
に
宿
願

の
優
勝
を
手
に
し
た
の
で
す
。

優
勝
、
う
れ
し
い

の
ひ
と

こ
と

何
回
も
ユ
メ
を
破
ら
れ
た
全
英
選

手
権
で
、
と
う
と
う
優
勝
す
る
こ
と

|

|

,

,
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|

|

●
連
載

私
の
歩
ん
で
き
た
道

|

|

|

|

|

●‐●‐●‐●‐●‐‐‐●‐‐― ‐́‐‐‐‐‐‐‐‐ ,́‐‐‐‐‐‐●ヽ・



〈第
六
回
〉

「

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐____‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

栄
光
の
全
英
選
手
権
に
優
勝

●
中

　
山

糸己

子

が
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
の
気
も
ち
は
、
た
だ
う

れ
し
い
と
し
か
い
え
ま
せ
ん
。

私
は

一
九
六
七
年
か
ら
ず
っ
と
優

勝
を
か
け
て
出
場
し
て
き
た
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
元
の
イ
ギ

リ
ス
の
人
た
ち
も
知
っ
て
い
て
、
優

勝
が
決
ま
る
と
、
か
け
よ
っ
て
き
て

く
れ
て
、「
お
め
で
と
う
、
長
い
間
の

苦
労
が
報
わ
れ
た
ね
「
よ
か
っ
た
よ

か
っ
た
、
こ
れ
は
フ
ロ
ッ
ク
し
ゃ
な

い
、
お
め
で
と
う
」
と
い
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

毎
年
敗
れ
る
た
び
に
慰
さ
め
て
く

れ
た
人
々
が

一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た

の
で
す
。

あ
こ
が
れ
の

メ
ィ
ン
テ
ー
ブ
ル
に

全
英
選
手
権
が
す
べ
て
終
っ
た
夜
、

開
か
れ
た
恒
例
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

私
は
つ
い
に
、
あ
こ
が
れ
の
夢
に
ま
　
　
き
っ
と
毎
年
負
け
て
ば
か
り
い
た

で
見
た
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
に
座
る
こ
　
　
の
で
神
さ
ま
が
可
哀
そ
う
に
思
っ
て

と
が
で
き
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
味
方
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

一
度
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
め
よ

う
と
思
っ
て
か
ら

一
年
余
り
、
そ
の

間
、
結
婚
を
し
、
生
活
環
境
も
変
わ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
つ
し
て
、
優
勝

を
すヽ
る
と
、　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
て
、
感
無
量
で
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
苦
し
く
て
長
い
道
で
し

た
が
、　
つ
い
に
全
英
選
手
権
の
タ
イ

ト
ル
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
自
分 |

は
何
と
幸
せ
者
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。そ
れ
と
同
時
に
、
勝
負
の
も
つ
き

び
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

日
本
か
ら

一
緒
に
遠
征
に
き
て
、
寝

起
き
を
共
に
し
、　
一
緒
に
会
場
へ
行

き
、
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
、　
一
緒
に

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
き
た
湯
木
さ
ん
と

翌
日
、　
一
緒
に
で
か
け
て
い
き
、
決

勝
で
対
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
か
惚ヽ

同
じ
国
の
、
し
か
も
ダ
ブ
ル
ス
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と

一
つ
の
タ
イ
ト
ル
を

か
け
て
戦
う
わ
け
で
す
か
ら
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
ま
で
で
か
け
て
き
て

一
人

は
優
勝
し
、　
一
人
は
二
位
に
甘
ん
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

の
も
つ
き
び
し
さ
と
非
情
さ
を
し
み

じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
、
こ
と
ば
で
は
と
て

も
い
い
表
わ
せ
な
い
ほ
ど
、
感
激
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
隣
り
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ル
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ
が
シ
ン
グ
ル

ス
で
優
勝
し
て
座
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
ル
デ
ィ
に
ソ
不ヽ
ビ
ル
会
長
が
さ

か
ん
に
、「
ミ
セ
ス
中
山
は
、
３
１
７

と
ミ
ス
湯
木
に
リ
ー
ド
さ
れ
、
体
は

完
全
に
疲
れ
き
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
精
神
的
に
も
き
っ
と
ま
い
つ

て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
ま
だ

気
力
も
体
力
も
十
分
に
残
っ
て
い
た

若
い
ミ
ス
湯
木
に
ど
う
し
て
逆
転
で

き
た
と
思
う
か
」
と
、
さ
か
ん
に
話

し
か
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
私
自
身
、「
よ
く
あ

そ
こ
か
ら
逆
転
す
る
こ
と
が
で
き
た

な
あ
」
と
不
思
議
で
し
た
。

神
様
が
味
方
し
て

く
れ
た
の
か

師       ヽ

蒻



水
鳥
？

カ
ア
ル
Ｌ

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新

開

発

さ

れ

た

、
カ

ア

ル

ト

ン

ピ

三

―

ト

ー

ナ

メ

ン
ト
″

妙恣

詭

〕曖は…

」
狐

踊

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。
　
　
ヽ

ミミミき
｀`

ニュートーナメントの特徴

―●打球音が変った●ラケットから離れる

感 じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スピン●シャトルに対

する視覚度 (よ く見える)が よくなった●飛

翔のときの一貫した安定性が増加された。

郎

ヽ

ｒ
Ｌ

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL 833-3661(代 )



“デンマーク選手権か ら"

日で見る技術講座① ―――フレミング・デルフス(デンマーク)のスマッシュ
ー

″
ジ
ャ
ン
ポ
″
デ
ル
フ
ス
が
さ
ら
に

ジ
ャ
ン
プ
し
て
放
つ
豪
快
な
ス
マ
ッ

シ
ュ
。
や
は
り
男
子
選
手
が
最
上
段

か
ら
た
た
き
つ
け
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
に

は
迫
力
が
あ
る
。
時
速
二
百
キ
ロ
を

超
え
る
こ
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ば

や
く
落
下
点
に
達
し
（②
）
、十
分
に

態
勢
を
と
と
の
え
て
（④
）
、
コ
ー
ト

を
蹴
っ
て
一
気
慢
ン
ャ
ン
プ
良

⑤
）

全
力
で
振
り
お
ろ
す
と
同
時
に
ス
ナ

ッ
プ
を
き
か
せ
、
体
の
ひ
ね
り
も
加

え
る

（Ｑ
Ж
⑨
）。

し
か
し
、
決
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
失

わ
ず

（⑩
）
、
す
ぐ
に
前
進
体
勢
へ
と

は
い
る
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ
と
い
う
こ
と

が
、
い
か
に
足
、
腰
、
腹
筋
を
駆
使

し
て
い
る
か
が
、
よ
く
わ
か
る
す
ば

ら
し
い
連
続
写
真
と
い
え
ま
す
。
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日で見る技術テ言毒座 C)一一一リーン・コーベン(デンマーク)のラウンドーザ・ヘッドストロークー

リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン
は
毎
試
合
ご

と
に
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
デ
ン

マ
ー
ク
の
若
手
選
手
で
、
技
術
的
に

す
ぐ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
精
神
的

に
も
ね
ば
り
づ
よ
い
意
志
と
、
た
く

ま
し
い
闘
志
を
も
っ
て
お
り
、
必
ず

世
界
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
の
パ
ッ
ク
側
に
き
た
シ
ャ
ト
ル

に
対
す
る
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
は
ウ
エ
ス
タ
ン
気
味

の
グ
リ
ッ
プ
か
ら
、
力
強
い
リ
タ
ー

ン
を
し
た
と
き
の
も
の
で
、
ス
ナ
ッ

プ
は
さ
ほ
ど
き
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

腕
全
体
で
押
し
出
す
よ
う
に
打
っ
て

い
ま
す
。

③
の
ジ
ャ
ン
プ
か
ら
③
、
◎
の
補

球
の
瞬
間
ま
で
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は
、

コ
ー
ペ
ン
の
カ
ン
の
よ
さ
が
想
像
さ

れ
ま
す
。
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日で見る技術講座③ ―一一 チュンチュン(インドネシア)のハイクリアーーーー

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
は
ワ
ジ
ュ
デ
ィ
と

ペ
ア
を
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
で
、
現
在

全
英
選
手
権
を
は
じ
め
無
敵
を
誇
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
シ
ン
グ
ル
ス
で

も
非
凡
な
も
の
を
み
せ
て
い
ま
す
。

④
で
正
確
に
落
下
点
に
達
し
、
⑦

で
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト

（ラ
ケ
ッ
ト
の

部
分
が
写
っ
て
い
な
い
の
が
非
常
に

惜
し
い
の
で
す
が
）。
こ
の
が
フ
ン
ス

の
と
れ
た
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
よ
く

見
て
く
だ
さ
い
。

③
で
は
ス
ナ
ッ
プ
を
十
分
に
き
か

せ
て
い
る
よ
つ
す
が
よ
く
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
も
小

さ
く

（⑩
、
⑪
ｘ
す
ぐ
に
次
の
補
球

動
作
に
つ
っ
て
い
ま
す

（⑫
）。



連
載
●
第
五
回

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

あ
る
練
習
日
誌
か
ら

■
羽
　
一Ｐ

民

敦

記
録

の
大
切
さ

テ
ス
ト
や
勉
強
の
、
又
読
書
の
と

い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン
が
そ
の
通
り
実

行
で
き
な
い
。
よ
く
経
験
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
「計
画
あ
っ
て
実
行
な
し
」

「形
あ
っ
て
心
入
ら
ず
」
よ
く
言
わ

れ
る
言
葉
）
小
島

一
平
氏
が
本
誌
５５

号

（七
四

・
五
月
）
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、「練
習
の
方
法
は
二
の

次
で
、
常
に
き
び
し
い
雰
囲
気
の
中

で
真
剣
に
取
り
組
む
精
神
的
な
面
が

重
要
」
と
い
つ
こ
と
は
、
初
心
者
に

と
っ
て
も
工心
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
場
合
で
も
、
た

だ
ま
ん
然
と
遊
び
同
様
に
練
習
す
る

こ
と
は
、
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
、

そ
ん
な
気
持
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
個
人
個
人
の
進
歩
の
為
に
は
、
私

は
個
人
練
習
ノ
ー
ト
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
自
己
の
練
習
で

特
に
注
意
し
た
点
、
先
輩
か
る
の
指

導
、
そ
れ
に
伴
う
反
省
、
ゲ
ー
ム
や

マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
、
又

一
流
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
ゲ
ー
ム
の
感
想
等
書
き
込
み

ま
す
。
又
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
部
日

誌

（活
動
記
録
）
を
つ
け
る
こ
と
は

一
日
の
練
習
を
反
省
し
、
実
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な

ら
ぬ
も
の
で
し
ょ
う
。

国
鉄
京
浜
東
北
線

・
石
川
町
駅
そ

ば
の
専
門
店
、
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

元
町
に
は
、
多
感
な
高
校
生

。
小
島

一
平
青
年
の
ア
ル
バ
ム
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
中
学
生
時
代

優
勝
の
機
会
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
氏

の
試
合
に
か
け
た
闘
魂
が
、
少
し
色

あ
せ
た
写
真
の
わ
き
に
書
き
込
ま
れ

た

一
行
、
二
行
の
短
い
文
に
、
に
し

み
出
て
い
る
の
で
す
。
バ
ド
を
愛
す

る
者
の
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
生

き
た
教
材
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

あ
る
部

の
活
動
は

今
回
は
、
あ
る
中
学
校
の
ク
ラ
ブ

の
日
誌
を
中
心
に
、
練
習
の
経
過
、

内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
つ
と
思
い
ま

す
。
読
者
は
こ
れ
を

一
つ
の
サ
ン
プ

ル
と
し
て
、
よ
り

一
層
、
チ
ー
ム
の

活
動
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
誌
の
形
は

３２
頁
の
よ
う
な
わ
く
組
、
欄
外
に
は

月
間
単
位
ぐ
ら
い
で
目
標
を
書
き
込

む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
記
入
者
は

主
に
二
、
三
年
生
で
す
“
こ
の
中
学

校
、
い
や
こ
の
部
が
日
誌
を
つ
け
て

か
ら
、
ま
だ
二
年
と
は
た
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
短
い
間
で
も
、
係
の
生

徒
の
怠
け
で
印
刷
が
間
に
合
わ
ず
、

当
番
が
自
分
の
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
全

部
線
を
引
い
て
書
い
た
日
も
あ
り
ま

す
。
又
欠
け
て
い
る
日
も
あ
る
の
で

す
。
し
か
し
そ
の
記
録
を
め
く
っ
て

み
る
と
、
寒
い
冬
の
日
の
朝
練
の
様

子
、
一旦李日久
の
炎
天
下
、
走
り
抜
い
た

マ
ラ
ツ
ン
の
一
人

一
人
の
記
録
か
ら
、

一
日

一
日
の
活
動
が
昨
日
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
る
の
で
す
。

一
年
生
の
初
め
て
の
練
習

一
週
間
の
練
習
日
程
は
後
で
述
べ

る
こ
と
に
し
て
、
年
間
を
通
し
た
学

習
、
活
動
、
練
習
の
順
序
、
ポ
イ
ン

ト
を
表
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い

て
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
３０

人
部
し
た

一
年
生
、
体
力
づ
く
り

か
ら
始
め
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

は
身
長
が
足
り
な
い
、
テ
ニ
ス
で
は

ラ
ケ
ッ
ト
が
重
す
ぎ
る
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ら
何
と
か
と
い
う
女
の
子
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
、
バ
ス

ケ
、
陸
上
は
ど
う
も
ど
う
も
、
女
の

子
の
や
る
ハ
ネ
ツ
キ
位
な
ら
と
い
う

デ
モ
・
シ
カ
部
員

（勿
論
、
金
の
卵

な
ん
で
す
が
）
ま
ず
何
と
い
っ
て
も

体
力
づ
く
り
で
す
。

３‐
頁
の
表
は
入
部
後
約

一
ヶ
月
、

（入
部
し
た
日
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
）

一
年
生
自
身
が
作
っ
た

一
時
間
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

順
序
は
こ
の
通
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
。

１
　
柔
軟
運
動

盆
則
、
左
、
右
）
男

子
各
５０
回
、
女
子
各
４０
回

２
　
腹
筋

鬼
鼻
肋
、
各
男
子
５０
回
、

女
子
４０
回

３
　
、つ
で
立
て
男
子
１０
、
女
子
５
、

（
こ
れ
は
ど
う
も
少
な
い
よ
つ
で

す
ね
）

４
　
ラ
ン
ニ
ン
グ

一
周
約
８０
ｍ
の
体

育
館
を
十
三
分
で
で
き
る
だ
け
多

く
ま
わ
る
。

５
　
な
わ
と
び
男
子
硼
回
、
女
子
硼

回
、
そ
れ
に
二
重
と
び
を
何
分
か
。

６
　
、つ
ま
と
び
　
５
分
間

二
、
〓
軍
生
の

マ
ラ
ソ
ン
・
イ
ン
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年

生

の

活

動

ダ
ブ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム
始
め
る

ド
ラ
イ
ブ

（ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
）

シ
ン
グ
ル
ゲ
ー
ム
を
始
め
る

（ド
ロ
ッ
プ
）

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ

イ
ク
リ
ア
ー
を
打
つ

ッ

ト

ワ

ー

ク

人 
一

 ・  ・  ・  ・  ・
部 柔 う ラ 基 見 基 ハ  ゲ
受 軟 ま ン 礎 学 本 イ  |
付 ・ と 二 体  ・ ス ・ ム
⌒ 徒 び ン カ ル ト サ の

部 手 ・ グ づ  |口  1 線
員 体 な   く ル | プ  審

主

審

L_____>(年 間通して)

ク
の
素
振
り

学
習

わ
と
び

操
等
募
集
）

行

事

と

使

用
球

県

・
新
人
大
会

冬
の
親
子
大
会

新
年
校
内
大
会

カールトン (赤 )‐―――(青 )― ―――――――――――――――一―――― (赤 ) RSL.ナ ッシュ ーーーーー

市

・
新
人
個
人
戦

区

。
新
人
個
人
戦

秋
の
校
内
大
会

陸・水,鳥

校
内
夏
の
規
子
大
会

県
大
会

市
本
大
会

市
大
会
プ
ロ
ッ
ク
予
戦

―

陸鳥 →

区

・
団
体
戦

春
の
校
内
大
会

タ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
な
わ

と
び
の
記
録
は
あ
と
で
紹
介
す
る
こ

と
に
し
て
、　
一
年
生
最
初
の
記
録
は

ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
部

で
は
、
全
員
が

一
緒
に
何
周
と
か
、

何
ｋｍ
と
か
決
め
ず
に
、
そ
の
生
徒
の

体
力
、
目
的
に
合
っ
た
練
習
量
を
考

え
、
そ
の
中
で
自
己
の
ベ
ス
ト
を
尽

す
よ
つ
指
導
し
て
い
ま
す
。
記
録
を

拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

十
三
分
間
で

一
年
男
子

５
月
初
め
）
ミ
８
１
Ｎ
∞
８

３

６
月
初
め
）
Ｎ
一
８
１
一
〇
８

ヨ

同
　
　
　
一
年
女
子

５
月
初
め
）
曽
８
１
一
Ｎ
８

ヨ

６
月
初
め
）
Ｎ
Ｎ
８
１
一
〇
８
ヨ

と
記
録
が
伸
び
て
い
ま
す
。
楽
し

い
こ
と
で
す
。

六
月
中
旬
に
な
れ
ば
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
バ

ー
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
の
素
振
り

も
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
間
げ
き
を

ぬ
っ
て
、
正
し
い
グ
リ
ッ
プ
を
身
体

で
憶
え
る
と
い
う
意
味
で
、
床
に
座

っ
て
向
か
い
あ
い
、
椅
子
を
ネ
ッ
ト

代
り
に
ヘ
ア
ピ
ン

（，
）
の
ま
ね
ご

と
も
し
ま
す
。
ル
ー
ル
の
学
習
も
大

切
で
す
。
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

発
行
の
ル
ー
ル
プ
ッ
ク
に
よ
る
上
級

生
の
指
導
、
七
月
末
に
は
シ
ン
グ
ル

ス
、
ダ
ブ
ル
ス
の
主
審
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、　
一
年
生
も
立
派
な
部

員
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ

一
人
前
で
す
。



月 日 ( ) 天候 ( ) 記録者

出

席
(学年別男女別で記入 )

人

時  間 場  所 活 動  内 容 年  組 欠 席 者 欠 席 理 由

反
省
・感
想

試 合 ・ マ ラ ソ ン の 記 録

先

生

か

ら

用
具

清

掃

備

考

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
時
期
で

の
練
習
内
容
に
つ
い
て
も
つ
少
し
考

えヽ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ア
ー
の
次
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
か

ド
ロ
ツ
プ
シ
ョ
ツ
ト
か

ハ
イ
ク
リ
ア
ー
、
ド
リ
プ
ン
ク
リ

ヤ
ー
の
大
事
な
事
は
、
第
四
回
５９
号

で
述
べ
た
通
り
で
す
が
、　
ハ
イ
ク
リ

ア
ー
の
次
は
何
を
練
習
し
た
ら
良
い

で
し
ょ
う
か
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

「
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
で
始
ま
り
、　
ハ
イ

ク
リ
ア
ー
で
終
る
」
と
言
わ
れ
る
程

で
す
か
ら
、　
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
が
で
き

た
か
ら
な
ん
て
簡
単
に
言
え
な
い
で

し
ょ
う
。
落
下
予
想
地
点
に
立
っ
た

ま
ま
で
打
つ
こ
と
か
ら
始
め
て
、
打

っ
た
ら

一
歩
前

へ
出
る
、
そ
し
て
退

っ
て
打
つ
。
打
っ
た
ら
二
歩
前

へ
出

る
、
そ
し
て
退
っ
て
打
つ
。
そ
し
て
、

段
々
ネ
ッ
ト
近
く
ま
で
走
っ
て
出
ら

れ
る
よ
つ
に
な
る
、
こ
れ
は
大
変
難

し
い
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
ホ

ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
近
く
ま
で
一戻
れ
る

よ
り
に
な
り
、
頭
上
に
真
っ
す
ぐ
腕

を
伸
ば
し
て
シ
ャ
ト
ル
を
と
ら
え
、

ま
っ
す
ぐ
又
は
ク
ロ
ス
に
、
日
標
地

点
近
く
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

次
の
フ
ラ
イ
ト
の
打
法
へ
移
っ
て
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
論
を
先
に
述
べ
ま
す
と
、
ど
ち

ら
が
ど
う
と
ハ
ッ
キ
リ
言
え
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
ス

マ
ッ
シ
ュ
と
ド
ロ
ツ
プ

・
シ
ョ
ッ
ト

の
特
徴
を
簡
単
に
比
較
す
る
と
、
打

点
は
ど
ち
ら
も
ク
リ
ア
ー
よ
り
少
し

前
、
す
な
わ
ち
身
体
を
後
へ
そ
ら
し

て

（腹
筋
と
背
筋
）、又
引
い
て

（フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
打
た
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
こ
こ
は
似
て
い
る
所
。
違
う

点
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
ク
リ
ア
ー
と
同

じ
く
力

一
杯
打
つ
こ
と
が
大
事
で
す

が
、
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
力
を
抜

い
て
、
時
た
ま
カ
ッ
ト
し
て
打
つ
手

首
の
使
い
分
け
が
微
妙
で
す
。
こ
つ

い
う
点
を
考
え
れ
ば
、
す
ぐ
対
外
試

合
に
出
な
く
て
も
よ
い
、
じ
っ
く
り

練
習
で
き
る
時
間
的
余
裕
が
あ
る
場

合
に
は
、
単
複
両
方
の
攻
撃
に
役
立

つ
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
時
間
を
か
け
て
練

習
す
る
と
い
う
事
が
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
パ
ワ
ー
を

つ
け
る
と
い
う
点
で
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ン
グ
ル
ス
等

の
試
合
に
す
ぐ
役
立
て
る
と
い
う
点

で
は
、
ク
リ
ア
ー
の
次
に
、
ド
ロ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
を
練
習
す
る
事
が
実
戦

面
で
は
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

基

本

の
基

本

「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
練
習
を
始
め

る
と
部
員
が
急
激
に
減
っ
て
し
ま
つ

の
で
、
全
員
に
、
ス
コ
ー
ト
を
買
わ

し
て
引
き
つ
け
て
置
く
の
よ
」
と
も

ら
し
た
中
学
校
の
顧
間
が
あ
り
ま
し

た
。
何
か
や
り
切
れ
な
い
気
持
で
す
。

ハ
ネ
を
打
つ
事
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
、

そ
う
思
い
込
み
、
又
そ
れ
の
み
に
楽

し
み
を
求
め
て
い
る
生
徒
が
い
る
事

も
事
実
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ

ケ
ッ
ト
が
お
も
ち
ゃ
屋
で
売
ら
れ
て

い
る
の
を
喜
こ
ん
で
良
い
の
や
ら
悲

し
む
べ
き
な
の
か
。
…
…
…

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
は
、
先
程

も
述
べ
た
通
り
、
ク
リ
ア
ー
を
打
つ

時
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。
ク
リ
ア
ー
を
打
っ
た
時
、

（進
歩
し
た
者
は
、す
で
に
打
つ
時
）

右
足
が
前

へ
出
て
い
る

（右
利
き
の

場
合
）
体
重
が
右
足
へ
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
出
発
で
す
。
右
足
が
出

れ
ば
左
足
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。

素
振
り
を
す
る
時
で
も
、
い
つ
も

右
足
を

一
歩
前

へ
出
す
、
こ
れ
を
身

体
で
憶
え
る
と
し
め
た
も
の
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ス
ゲ
ー
ム
を
や
り
始
め
る

頃
に
は
自
然
と
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
一戻
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う

習
慣
を
早
く
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

い
ろ

い
ろ
な
馬
飛
び

自
己
の
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
挑

戦
す
る
厳
し
い
態
度
と
平
行
し
て
、

初
心
者
に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
も
身

体
を
き
た
え
る
、
い
わ
ば
レ
ク
的
要

素
を
持

っ
た
練
習
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
、
下

半
身
の
鍛
練
は
欠
く
事
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
で
、
な
わ
飛
び
と
馬

飛
び
は
最
も
親
し
み
易
い
運
動
で
し

ょ
う
。
こ
の
中
学
校
で
行
っ
て
い
る

馬
飛
び
の
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し

ま
し
ょ
λ

①
連
続
飛
び
、
馬
二
〇
～
三
〇
匹

（人
）
位
は
続
け
て
飛
べ
る
バ
ネ
は

欲
し
い
で
す
ね
。
か
か
と
は
ど
ん
な

時
も
着
地
し
な
い
よ
つ
に
。

②
一
天

一
組
の
連
続
飛
び

③
二
人
一
組
で
往
復
馬
飛
び
く
り
返

えヽ
―
）。

③
二
人
一
組
で
、

上
記
三
種
は
、
２０
～
３０
秒
で
交
代
し

て
、
全
員

（二
人
又
は
二
人
、
四
人
、

五
人
一
組
で
も
で
き
る
）
が
何
往
復

し
た
か
合
計
し
て
競
走
す
る
と
楽
し



④
二
匹
の
馬
を
二
人
が
飛
び
な
が
ら
、

ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
形
で
追
い
か
け
っ

こ
を
す
る
。
二
〇
秒
位
す
る
と
、
判

定
で
勝
負
が
き
ま
る
。

二
、

三
年

生

の

一
日

の
内

容

基
本
の
ス
ト
ロ
ー
ク
の
い
く
つ
か

が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

二
、
二
年
生
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

練
習
の
内
容
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ま
し
た
。

④
　
サ
ー
キ
ッ
ト
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
柔
軟
。
縄
飛
び
等
。

Ｏ
　
素
振
り
。
フ
ッ
ト

・
ワ
ー
ク
。

③
　
ク
リ
ア
ー
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
等
基

本
ス
ト
ロ
ー
ク
。

①
実
戦
練
習

次
に
、
時
間
配
分
を
時
期
に
応
じ

て
按
配
し
、　
一
日

一
日
の
内
容
は
そ

れ
に
そ
っ
て
部
長
が
細
か
く
検
討
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
負
け
な

い
で

あ
る
中
学
校
の
部
日
誌
を
中
心
に
、

そ
の
練
習
の
い
く
つ
か
の
面
を
述
べ

て
み
ま
し
た
。
練
習
の
仕
方
、
内
容

は
こ
れ
が
一
番
良
い
と
い
つ
も
の
は

決
定
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

人
、
そ
の
段
階
、
時
期
に
と
っ
て
、

最
良
の
も
の
　
や
は
り
自
分
で
、
自

分
た
ち
で
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
は
、
そ

の
時
の
気
力
、
心
が
、
そ
の
練
習
を

よ
り

一
層
あ
な
た
に
プ
ラ
ス
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
つ
か
。
皆
さ
ん
の

一
つ
の
目
標
を
作
る
手
助
け
と
思
っ

て
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
主
記
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
こ
れ
は
そ
の
時

期
、
学
年
の
ほ
ぼ
平
均
的
記
録
で
す
）

◇
二
重
な
わ
飛
び

人
部
後
約
二
週
間
の
一
年
生

男
子
２０
～
５０
回
　
女
子
５
～
１０
回

◇
４０
ｃｍ
の
高
さ
の
な
わ
の
反
復
飛
び

三
年
生

（４
月
）

３０
秒
間
で
２０
～
２３
回

◇
普
通
の
な
わ
飛
び

（三
分
間
）

入
部
し
た
て
の
一
年
生

男
　
細
回
　
女
　
２‐０
～
獅
回

二
週
間
後

男
　
２４０
ヽ
３２０
　
女
　
２７０
～
珈

◇
普
通
の
な
わ
飛
び

（三
分
間
）

一
年

（右
と
」曝
つ
年
度
）
二
月
初

男
　
卸
　
　
　
女
　
４８０

二
年
（
男
子
は
人
部
し
て

一
月
半
）

男
　
５‐０
　
　
　
女
　
５８０

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
一
年
）

六
月
　
男
１３
』
　
５５
分

女
７
ｋｍ
　
２７
分

一
月
下
旬
　
２０
分
間
で

男
６
飾
　
女
　
４
．
６
ｋｍ

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ

（二
年
↓

九
月
下
旬
　
１０
分
半
で

男
　
３
ｋｍ
　
女
　
２
．
６
ｋｍ

二
月
中
旬

男
　
５
ｋｍ
　
ｌ９
～
２０
分

女
　
４
ｋｍ
　
ｌ８
分
半

入
.¬

ヽ
“

ァストシルバー
全国大会使用球

ζ3,卜貿進真臭箕有限会社 ジャ ワ 商 会
山 形 市 六 日 町 7の 28
貿三言舌o236(33)0333(4tワ 史)

ファストゴール ド

水 1詩 検定合格球

フ

●

「



第

一
回
京
都
家
庭
婦
人
オ
ー
プ

ン
大
会
な
ご
や
か
に
開
催

●
京
都
府
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

市
村

が
結
果
に
出
て
い
る
よ
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
以
一削
か
ら
や
っ
て
い
た
方
で

も
、
家
庭
婦
人
に
な
っ
て
始
め
た
練

習
量
の
多
い
方
に
は
太
刀
打
ち
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。

腕
は
立
っ
て
も
、
足
が
と
も
な
わ

な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も

よ
い
例
が
舞
鶴
の
各
チ
ー
ム
の
ね
ば

り
づ
よ
さ
が
そ
れ
で
あ
る
。
京
都
市

内
の
チ
ー
ム
が
不
振
で
あ
っ
た
が
、

今
後
の
健
闘
を
期
待
す
る
。

暑
い
時
で
は
あ
る
が
、
夏
休
み
中

が
一杢
庭
婦
人
と
し
て
は
参
加
し
や
す

い
時
期
の
よ
つ
で
も
あ
る
。
今
後
の

日
取
り
は
涼
し
い
秋
に
す
る
か
、
そ

れ
と
も
参
加
し
や
す
い
夏
に
す
る
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
試
合
形
式
と
し
て
は
、

一
回
で
敗
退
す
る
よ
り
は
、
二
、
三

回
以
上
は
試
合
が
で
き
る
リ
ー
グ
戦

形
式
の
も
の
を
組
む
よ
ュ
菫
姜
刃
る
。

今
回
は
、
主
催
者
側
で
リ
ー
グ
分

け
を
し
た
こ
と
、
お
よ
び
予
算
的
な

こ
と
か
ら
賞
品
や
参
加
賞
は
準
備
し

な
か
っ
た
，が
、
次
回
か
ら
は
、
年
齢

差
も
考
え
た
組
合
せ
を
す
る
こ
と
と

併
せ
て
考
慮
し
た
い
。

去
る
８
月
１８
日
、
当
協
会
主
催
に

よ
る
第

一
回
京
都

。
家
庭
婦
人
オ
ー

プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
は
、
各

地
か
ら
多
数
の
参
加
を
得
て
、
酷
暑

の
中
熱
戦
を
展
開
し
、
和
気
あ
い
あ

い
な
ご
や
か
な
う
ち
に
盛
会
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
催
者
と
し
て
、
本
大
会
の
た
め

ご
協
力
た
ま
わ
り
ま
し
た
各
位
殿
と

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
選
手
各
位
に

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
ｔ

大
会
中
は
、
何
分
不
行
届
き
の
点
あ

り
失
礼
い
た
し
ま
し
た
が
、
あ
し
か

ら
ず
お
許
し
下
さ
い
。

本
大
会
は
、
家
庭
婦
人
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
熱
に
こ
た
え
、
京
都
近
県
の

方
々
を
勧
誘
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
じ
、
家
庭
婦
人
の
健
康
維
持
に
つ

と
め
る
と
と
も
に

０
京
都
碁仝
廷
婦
人
の
活
動
の
場
を

広
く
求
め
る
。

０
旧
交
を
あ
た
た
め
る
場

０
新
し
い
ま
じ
わ
り
の
場

と
す
る
べ
く
、
今
後
年
に
一
度
開

催
し
て
ゆ
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
部
リ
ー
グ
、
東
京
湯
島
ク
ラ
ブ

の
優
勝
は
技
価
、
若
さ
か
ら
順
当
で

あ
っ
た
が
、
舞
鶴
の
健
闘
も
め
だ
っ

た
。
オ
ー
ダ
ー
が
異
な
っ
て
い
れ
ば

違
っ
た
結
果
が
で
た
の
で
は
な
い
か

と
も
思
わ
れ
た
。

西
宮
、
愛
知
、
ド
リ
プ
ン
、
西
華

は
実
力
的
に
大
差
は
な
い
が
、
若
さ

の
差
が
結
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た

よヽ
つ
で
あ
る
。

二
部
リ
ー
グ
は
、
広
畑

（姫
路
）

チ
ー
ム
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

他
を
圧
し
優
勝
し
た
。
京
埜
半
安
ク

ラ
ブ
も
学
生
時
代
の
経
験
者
二
名
を

主
体
に
健
闘
し
た
が
及
ば
ず
、
舞
鶴

明
倫
、
長
岡
チ
ー
ム
は
練
習
量
が
多

く
、
よ
く
走
っ
て
い
た
の
が
よ
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

二
部
リ
ー
グ
、
舞
鶴
城
南
は
明
倫

Ｂ
よ
り
も
実
力
上
位
で
あ
り
、
主
催

者
側
の
実
力
判
断
ミ
ス
で
あ
っ
た
が
、

二
部
の
各
チ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
家
庭

婦
人
に
な
っ
て
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
身
に
つ
け
ら
れ
た
方
ば
か
り
で
、

チ
ー
ム
の
一
勝
、
自
分
た
ち
の
一
勝

に
他
よ
り
も
喜
び
方
も
大
き
い
よ
つ

に
感
じ
ら
れ
た
。

全
体
と
し
て
、
や
は
り
練
習
の
差

各地から参集した選手のせいぞろい fl多



〔要

是

塁

〈
―
部
リ
ー
グ
〉

Ａ
ゾ
ー
ン
・
１
位
＝
杉
並
湯
島
ク
ラ

ブ

（２
勝
）、２
位
＝
西
宮
友
の
会

（１
勝
１
敗
）、３
位
＝
ド
リ
ブ
ン
ク

ラ
ブ

（２
敗
）

Ｂ
ゾ
ー
ン
・
１
位
＝
舞
鶴
Ｆ
Ｂ
ク
ラ

ブ

（２
勝
）、２
位
＝
愛
知
県
体
女
性

ク
ラ
ブ

（１
勝
１
敗
）、３
位
＝
西
華

ク
ラ
ブ
Ａ

（２
敗
）

●
決
定
戦

杉

並

湯
島

２
１
１

舞
鶴
Ｆ
Ｂ
ク

西
宮
友
の
会

１
１
２

愛
知
県
体
ク

ド
リ
ブ
ン
ク

２
１
０

西

華

ク

Ａ

〈２
部
リ
ー
グ
〉

Ａ
ゾ
ー
ン

。
１
位
＝
広
畑
ク
ラ
ブ

（２
勝
）、２
位
＝
舞
鶴
明
倫
ク
ラ
ブ

Ａ

（１
勝
１
敗
）、３
位
＝
平
安
ク
ラ

ブ

（２
敗
）

Ｂ
ゾ
！
ン
。
１
位
＝
長
岡
ク
ラ
ブ
Ａ

（２
勝
）、２
位
＝
舞
鶴
明
倫
ク
ラ
ブ

Ｂ

（１
勝
１
敗
）、３
位
＝
西
華
ク
ラ

ブ
Ｂ

（２
敗
）

●
決
定
戦

広
畑
ク
ラ
ブ
３

舞
鶴
明
倫
Ａ
３

平
安
ク
ラ
ブ
０

〈３
部
リ
ー
グ
〉

Ａ
ゾ
ー
ン
。
１
位
＝
撻
饉
癖
南́

（３

勝
）、２
位
＝
高
嶺
ク
ラ
ブ

（１
勝
２

敗
）、３
位
＝
守
ロ
ク
ラ
ブ

（１
勝
２

敗
）、３
４
位
＝
向
陽
ク
ラ
ブ

（１
勝

２
敗
）

Ｂ
ゾ
ー
ン
・
１
位
Ｈ
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）、３
位
＝
豊
中
友
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２
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ま
だ
後
輩
ニ
ャ

ま
だ
ま
だ
後
輩
に
は
負
け
ら
れ
ん

―
県
内
の
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｏ
Ｂ

た
ち
が
集
ま
っ
て
こ
の
程
、
県
高
校

Ｏ
Ｂ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（福

井
新
聞
社
後
援
）
が
開
か
れ
た
。
高

校
を
事
業
し
て
以
来
、
十
年
以
上
も

ラ
ケ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
い
た
人
や
マ

マ
さ
ん
選
手
も
参
加
し
、
ラ
ケ
ッ
ト

を
振
っ
て
ハ
ッ
ス
ル
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及
と
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
親
ぼ
く
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
先
ご
ろ
県
内
で
は
初
め

て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
県
高
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
Ｏ
Ｂ
連
盟

（山
本
敏
彦

会
長
、
会
員
約
千
人
）
が
結
成
さ
れ

た
。
そ
の
第

一
回
大
会
に
藤
島
、
高

志
、
敦
賀
な
ど
八
校
の
Ｏ
Ｂ
約
百
三

十
人
が
参
加
し
た
。

競
技
は
学
校
対
抗
で
進
め
ら
れ
、

各
選
手
と
も
母
校
の
名
誉
に
か
け

て
，
　
力
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
繰

り
広
げ
た
。
こ
の
結
果
、
男
子
は
藤

島
Ｏ
Ｂ
、
女
子
は
福
商
Ｏ
Ｂ
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
，
新
調
さ
れ
た
ピ
カ
ピ
カ

の
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。

選
手
の
間
に
は
高
校
時
代
の
ラ
イ

バ
ル
や
イ
ン
タ
ハ
イ
な
ど
に
出
場
し

マ
ス
コ
ミ
の
と
ら
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

負

け

ら

れ

な

い

　

　

”
綺

紅

町

霊

響

「

勧

ａ
ｒ

ν
訂

済

課

縛

隷

て
顔
な
し
み
に
な
っ
て
い
る
人
も
多

　

齢
層
に
制
限
さ
れ
ず
、
だ
れ
で
も
取

　

育
大
会
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
種
目
参
加

く
、
久
し
振
り
の
再
会
に
高
校
時
代

　

り
組
め
る
も
の
と
し
て
、
こ
と
し
七
　
　
へ
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。
指
導
に

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
光
景

　

月
か
ら
始
め
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
教
〓鳥
　
当
た
っ
て
い
る
坂
本
さ
ん
は

「せ
め

も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
後
輩
の
高
校

　
　
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
は
、
ほ
と
ん
　
　
て
週

一
回
ぐ
ら
い
運
動
を
し
て
汗
を

生
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
り

「お
父

　

ど
の
人
が
球
を
打
ち
返
す
の
が
や
っ
　
　
流
す
の
は
、
健
康
上
、
非
常
に
よ
い
。

ち
ゃ
ん
、
お
母
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
れ
」
　

と
だ
っ
た
が
、
愛
発
公
民
館
の
坂
本

　

ま
た
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ム
ー

と
声
援
を
送
る
幼
児
も
お
り
、
会
場

　

幸
夫
主
事
（
ギ
）
の
指
導
で
約

一
ヵ
月

　

ド
の
な
か
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

は
Ｏ
Ｂ
大
会
ら
し
い
和
や
か
な
ム
ー

　

半
、
練
習
を
重
ね
た
結
果
、
試
合
が
　
　
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
づ
く
り

ド
で
い
っ
ぱ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
る
ま
で
に
上
達
し
た
。
参
加
者

　

に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

同
連
盟
は
今
後
、
さ
ら
に
輪
を
広

　

も
初
め
十
四
、
五
人
だ
っ
た
の
が
、　
　
か
」
と
話
し
て
い
る
。

げ
て
い
く
計
画
で
、
将
来
は
県
内
全

　

次
第
に
増
え
て
多
い
時
に
は
二
十
五
　
　
そ
ん
な
中
に
も
悩
み
が
あ
る
。
体

校
の
Ｏ
Ｂ
を
勧
誘
し
た
い
と
い
う
。
　
　
人
が

一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

　

育
館
が
小
さ
く
、　
コ
ー
ト
が

一
面
し

大
会
も
毎
年
定
期
的
に
行
い
、
来
年

　

む
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
最
近
は

　

か
取
れ
な
い
の
と
、
天
丼
が
低
い
た

か
ら
は
年
齢
別
制
を
設
け
て
幅
広
く

　

女
性
も
参
加
す
る
よ
つ
に
な
り
、
体

　

め
、
大
き
な
サ
ー
プ
を
出
す
こ
と
が

参
加
出
来
る
よ
つ
に
す
る
方
針
。
こ
　

力
づ
く
り
と
親
ぼ
く
の
輪
は
次
第
に
　

出
来
な
い
。

の
ほ
か
、
Ｏ
Ｂ
と
高
校
選
手
の
交
歓

　

広
ま
っ
て
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
日
新
聞
８

・
２７
）

試
合
や
後
輩
を
集
め
て
講
習
会
を
開
　
　
　
こ
の
と
こ
ろ
、
基
本
練
習
を
短
く

歴
”』［「を「し”一評
聾〉か
　
お
し
ど
り
夫
婦
大
活
躍

会
を
開
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

う
。
ま
だ
ま
だ
後
輩
に
は
負
け
ら
れ

ん
。
私
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
れ

ば
、
県
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
並
日及

や
後
輩
の
技
術
向
上
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
…
」
と
期
待
を
か
け
て
い
る
。

（福
井
新
聞
８

ｏ
３０
）

小
学
生
か
ら
女
性
ま
で
広
が
る

敦
賀
市
疋
日
の
愛
発
中
学
校
体
育

館
で
、
毎
週
木
曜
日
の
夜
に
な
る
と

小
学
生
か
ら

一
般
の
男
女
が
そ
ろ
っ

て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
汗
を
流
し
て
い

う〈υ。こ
れ
は
、
愛
発
体
育
協
会
が
中
心

″若
人
の
祭
典
″
第
二
十
七
回
県

総
合
体
育
大
会
は
連
日
、
会
津
若
松

市
を
中
心
に
白
熱
し
た
試
合
を
展
開

し
て
い
る
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
テ

ニ
ス
に
二
組
の

″
お
し
ど
り
″
夫
婦

が
大
活
躍
し
話
題
を
さ
ら
っ
て
い
る
＾

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
カ
ッ
プ
ル
は
シ

ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
に
そ
ろ
っ
て

優
勝
し
た
い
わ
き
市
平
北
神
谷
字
御

代

一
四
、
磐
女
教
諭
永
井
祥

一
選
手

つ
し
）
香
代
子
選
手
貧
し
。
テ
ニ
ス

″
二
人
で
国
体
出
場
が
ュ
メ
″

は
伊
達
郡
月
舘
町
大
宇
月
舘
宇
久
保

田
四
、
霊
山
町
立
石
田
小
教
諭
梅
津

和
男
選
手
雀
じ
と
月
舘
町
立
小
手
小

教
諭
文
子
選
手
↑
し
の
カ
ッ
プ
ル
。

と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
が
と
り
も
つ
縁
で

結
ば
れ
た
が
、
結
婚
後
も
二
人
で

″名
物
夫
婦
″
と
し
て
知
ら
れ
て
い

，〈υ。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
祥

一
選
手
は
教

員
シ
ン
グ
ル
ス
に
十
年
連
続
優
勝
の

快
挙
、
ま
た
同
ダ
ブ
ル
ス
で
も
五
年

連
続
優
勝
し
た
。
奥
さ
ん
の
香
代
子

選
手
も

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
二

年
ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
を
と
げ
、
同

ダ
ブ
ル
ス
で
も
二
年
連
続
優
勝
。
夫

婦
そ
ろ
っ
て
来
月
七
日
、
岩
手
県
釜

石
市
で
開
か
れ
る
東
北
大
会
に
出
場

す
る
。
永
井
選
手
夫
婦
は

″師
弟
関
係
〃。

四
十
二
年
四
月
に
平
商
に
入
学
し
た

香
代
子
さ
ん
が
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

間
を
た
た
い
た
と
き
に
同
部
の
監
督

を
し
て
い
た
の
が
祥

一
さ
ん
。
香
代

子
さ
ん
は
高
校
時
代
、
東
北
大
会
で

個
人
優
勝
し
た
り
、
イ
ン
タ
ハ
イ
に

出
場
す
る
な
ど
華
々
し
い
戦
歴
。
香

代
子
さ
ん
が
高
校
を
卒
業
し
、　
一
年

間
洋
裁
学
校
に
通
っ
た
後
、
四
十
七

年
二
月
に
結
婚
し
た
。

祥

一
さ
ん
は
農
家
の
長
男
。
そ
れ

だ
け
に
香
代
子
さ
ん
は
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
続
け
な
が
ら
、
祥

一
さ
ん
の
両

親
と
と
も
に
田

一
五
〇
ア
ー
ル
、
畑

八
〇
ア
ー
ル
を
耕
す
農
家
の
主
婦

水ヽ
井
さ
ん
夫
婦
の
練
習
場
は
磐
女

の
体
育
館
。
香
代
子
さ
ん
も
磐
女
生

に
指
導
す
る
祥

一
さ
ん
を
コ
ー
チ
と

し
て
手
助
け
し
そ
の
か
た
わ
ら
練
習

に
励
む
。
練
習
の
と
き
は
普
段
や
さ

し
い
祥

一
さ
ん
も
香
代
子
さ
ん
に
対

し
て
手
加
減
は
し
な
い
。
こ
の
こ
と

が
香
代
子
さ
ん
を
選
手
と
し
て
大
成

さ
せ
た
。
そ
ろ
っ
て
国
体
に
出
場
す

る
の
が
夢
で

″二
世
″
は
そ
れ
ま
で

お
あ
ず
け
と
の
こ
と
「

（福
島
民
報
８

・
２０
）
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″
生
活
に
リ
ズ
ム
が
で
き
ま
す
″

昨
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
行

わ
れ
た
県
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
丸
山

綾
子
さ
ん
翁
し
ら
二
十
二
人
の
マ
マ

さ
ん
た
ち
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス

を
終
了
し
た
。
県
体
育
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
哲
郎
先
生
の
指
導
で
楽
し
み
な

が
ら
基
本
を
習
っ
た
。
終
了
後
も
そ

の
楽
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
県
体
育

館
の
一
般
開
放
の
日
に
は
必
ず
メ
ン

パ
ー
が
集
ま
っ
て
汗
を
流
す
よ
つ
に

な
り
、
こ
と
し

一
月
に
九
人
の
メ
ン

パ
ー
で
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
県
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
中
級
コ
ー
ス
が
行
わ

れ
、
こ
の
終
了
者
の
中
か
ら
も
二
人

が
加
入
し
た
。
ま
た
本
年
度
に
入
っ

て
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
初
級
者
コ
ー
ス
の
終
了
生
か
ら
十

四
人
が
加
入
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
計

二
十
六
人
に
な
っ
た
。

県
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
来
る
人
た

ち
は
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
。
第

一
回

終
了
生
二
十
二
人
の
つ
ち
市
民
体
育

大
会
な
ど
に
出
た
経
験
の
あ
る
人
は

わ
ず
か
四
人
だ
っ
た
。
最
初
は
子
供

た
ち
と
羽
根
つ
き
ご
っ
こ
て
い
ど
に

す
る
人
と
か
、
シ
ャ
ト
ル

（パ
ド
ミ

ン
ト
ン
球
技
の
羽
根
の
つ
い
た
球
）

を
ラ
ケ
ッ
ト
に
当
て
る
こ
と
さ
え
で

き
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
で
も

週

一
回
、
十
日
間
の
コ
ー
ス
を
終
わ

る
こ
ろ
に
は
ま
が
り
な
り
に
も
サ
ー

プ
が
打
て
る
よ
り
に
な
っ
て
、
試
合

出
て
き
て
、
練
習
に
夢
中
に
な
る
ん
　
　
ン
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
う
ら
や
ま

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
わ
ね
。
昔
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
　
　
―
は
じ
め
の
こ
ろ
主
人
が
知
ら
な
　
　
ん
か
し
た
ら

一は
し
た
な
い
。
嫁
に

中
級
コ
ー
ス
を
終
わ
る
と
、
試
合
の
　
　
い
間
に
見
に
き
て
い
て
、「
な
ん
だ
、　
　
も
ら
い
手
が
な
く
な
り
ま
す
よ
」
と

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
楽
し
め
る
よ
う

　

お
前
が

一
番

へ
た
し
ゃ
な
い
か
」
と
　
　
親
た
ち
は
ま
ゆ
を
し
か
め
て
い
た
。

に
な
っ
て
、
技
術
的
に
意
欲
が
わ
き

　

い
っ
て
、
特
訓
を
し
て
く
れ
た
ん
で
　
　
　
―
年
寄
り
は

一
般
に
女
が
ス
ポ
ー

「も
つ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」
と
思

　

す
よ
。
そ
れ
か
ら
ど
う
や
ら
当
た
る
　
　
ツ
を
す
る
と
い
え
ば
き
ら
い
ま
す
ね
。

う
よ
つ
に
な
っ
た
ら
も
う
や
め
ら
れ
　

よ
つ
に
な
り
、
サ
ー
プ
で
も
打
て
る
　
　
「も
っ
と
ほ
か
に
す
る
こ
と
が
あ
り

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
そ
う
な
も
の
に
…
」
と
い
う
ん
で
す
。

ま
た
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
二
十
　
　
１
週

一
回
の
練
習
は
生
活
に
リ
ズ
　
　
洋
裁
や
編
み
物
な
ん
か
し
て
い
る
と

五
、
六
歳
で
、
三
十
代
が
圧
倒
的
に
　

ム
が
で
き
て
最
高
ね
。
一月
が
こ
ら
な
　
　
「感
心
だ
」
と
い
わ
れ
る
。
や
は
り

多
い
。
こ
の
年
代
は
末
の
子
供
が
小
　
　
く
な
っ
た
し
、
か
ら
だ
が
軽
く
な
っ
　
　
ス
ポ
ー
ツ
は
遊
び
だ
と
思
っ
て

一
種

学
校
に
あ
が
っ
て
、
育
児
か
ら
解
放
　
　
た
。　
一
回
休
む
と
か
ら
だ
が
重
た
く

　

の
罪
悪
視
し
て
い
る
み
た
い
。

さ
れ
て
、
や
っ
と
自
分
の
時
間
が
持

　

な
っ
て
、
ゆ
う
う
つ
に
な
る
の
で
休
　
　
た
し
か
に
社
会
的
に
見
れ
ば
、
ス

て
る
よ
う
に
な
る

″年
ご
ろ
″
。
同
　
　
み
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
ツ
を
恒
常
的
に
し
て
い
る
主
婦

時
に
自
分
の
体
力
と
容
姿
の
お
と
ろ
　
　
　
―
そ
れ
に
友
だ
ち
づ
き
あ
い
が
で

　

と
い
う
の
は
、
限
ら
れ
て
お
り
、
い

え
を
ェ桶
切
に
感
じ
る
年
ご
ろ
で
も
あ

　

き
て
、
世
間
が
広
く
な
っ
た
み
た
い
。
　

い
指
導
者
、
い
い
施
設
に
恵
ま
れ
た

る
。
だ
か
ら
週

一
回
の
体
育
館
通
い
　
　
　
―
練
習
に
出
る
と
三
日
間
は
子
供

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、　
一
種
の
エ
リ
ー

は
、
主
婦
の
慢
性
的
な
運
動
不
足
と

　

を
お
こ
ら
な
く
な
り
ま
す
ね
。
（笑

　
卜
で
は
あ
る
。
十

一
月
ご
ろ
に
は
川

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を

一
挙
に
解
消
　
　
い
）
い
ら
い
ら
が
な
く
な
る
し
、
身

　

内
市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
Ｏ
Ｇ
た
ち

し
て
、
生
活
に
リ
ズ
ム
を
与
え
る
と

　

が
軽
く
な
る
し
、
そ
れ
で
主
人
も

　

と
練
習
試
合
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

い
う
結
構
ず
く
め
の
日
課
だ
。
　
　
　
　
「行
け
、
行
け
」
と
い
っ
て
、
家
族

　

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
皮
切
り
に
県
内

ス
ポ
ー
ツ
教
室
三
回
生
で
、
ク
ラ

　

中
で
す
す
め
て
く
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
を
転
職
し
て
回
ろ
う
と
い
う
″
遠
大
〃

プ
の

″新
米
″
で
あ
る
岩
崎
慶
子
さ
　

　

ま
た
四
十
歳
代
の
メ
ン
バ
ー
は
六
　
　
な
夢
も
ク
ラ
プ
の
う
ち
で
話
し
合
わ

ん
Ｔ
じ
、
広
沢
由
記
子
さ
ん
ｅ
し
た
　
　
人
い
る
が
、
こ
の
人
た
ち
は
次
の
よ
　
　
れ
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

ち
は
、　
一
回
生
、
二
回
生
の
″先
輩
″
　

つヽ
に
話
し
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
プ
ス
ポ
ト
ツ
の
楽
し
さ
を
知
っ

た
ち
を
相
手
に
縣
穴
叩
に
練
習
を
続
け
　

　

―
私
た
ち
の
女
学
生
、
青
春
時
代
　
　
た
彼
女
た
ち
は
、
県
内
の
主
婦
た
ち

て
い
る
が
、
ク
ラ
プ
の
楽
し
さ
を
次

　

と
い
う
の
は
戦
中
で
あ
り
、
ま
た
戦
　
　
に
こ
の
喜
び
を
早
く
知
っ
て
も
ら
い

の
よ
り
に
語
っ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
後
よ
う
や
く
家
が
建
ち
始
め
る
と
い
　
　
た
い
と
い
う
気
持
ち
な
の
だ
。

―
初
め
こ
こ
に
来
た
と
き
は
全
く

　

つヽ
時
代
で
、
と
て
も
ス
ポ
ー
ツ
ど
こ
　
　
　
八
月
の
市
民
体
育
大
会
で
み
ご
と

の
初
心
者
で
打
ち
返
す
こ
と
も
で
き

　

ろ
で
は
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
だ
か
　
　
優
勝
を
し
た
こ
と
が
、
彼
女
た
ち
に

な
か
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
で
　

わヽ
私
た
ち
は
い
わ
ば

″夢
よ
も

つ
一　
　
技
術
の
面
で
大
き
な
自
信
と
な
っ
て

は
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
…
。
　
度
族
〃
と
い
っ
て
い
い
の
じ
ゃ
な
い
　
　
い
る
。
指
導
を
続
け
て
き
た
岡
山
先

上
手
な
先
輩
た
ち
を
見
る
と
、
早
く

　

か
し
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
は

「主
婦
グ
ル
ー
プ
で
は
い
ま
の

あ
ん
な
に
な
り
た
い
と
、
つ
い
欲
が
　
　
―
い
ま
の
若
い
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
　
　
と
こ
ろ
県
内
最
強
と
い
え
る
で
し
ょ

マ

ス

コ
ミ

の
と

ら
え

た
バ

ド

ミ
ン

ト
ン

う
。
そ
れ
だ
け
ほ
か
に
い
い
主
婦
グ

ル
ー
プ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
う
い
う
点

で
も
、
県
内
を
転
戦
す
る
こ
と
は
普

及
の
大
き
な
刺
激
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
」
と
語
っ
て
い
た
。

市
民
体
育
大
会
の
あ
と
天
文
館
で

祝
勝
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。
優
勝

し
た
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

一
段

と
強
く
な
っ
た
。　
一
つ
一
つ
実
績
を

重
ね
る
ご
と
に
結
果
は
ま
す
ま
す
強

ま
る
。
ク
ラ
プ
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、

ま
ず
会
を
大
事
に
し
て
、
続
け
る
こ

と
。
そ
し
て
あ
ま
り
き
つ
い
バ
カ
練

習
は
避
け
て
、
新
し
い
人
た
ち
も

一

緒
に
、
他
ク
ラ
ブ
と
交
歓
試
合
を
や

り
な
が
ら
、
楽
し
く
お
も
し
ろ
く
や

っ
て
い
ヽ
」ヽ
つ
―
レし
い
、つ
こ
，ｃ，ら
し
い
。

主
婦
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
ご
く

最
近
つ
く
ら
れ
る
よ
つ
に
な
っ
た
が
、

や
は
り
彼
女
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
発

展
す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
先
駆
者
で

あ
る
。
近
く
結
成
が
望
ま
れ
て
い
る

鹿
児
島
県
婦
人
体
育
協
会
結
成

へ
の

一
つ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
。（南
日
本
新
聞
９

・
２４
）



支
歓
試
合
を
し
た
い

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
』
の
一
愛
読

者
と
し
て
、
ペ
ン
を
と
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

″武
生
市
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
″

こ
れ
が
私
達
の
活
動
し
て
い
る
所

で
す
。
現
在
、
団
員
二
十
名
余
り
で
、
い

ず
れ
も
市
内
の
小
学
生
の
女
子

（四
、

五
、
六
年
）
ば
か
り
で
、
毎
週
金
曜

日
の
四
時
か
ら
六
時
ま
で
、
市
体
育

館
で
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

指
導
に
は
、
市
の
協
会
員
が
二
名

つ
い
て
い
ま
す
。
日
に
日
に
上
達
し

て
い
く
子
供
の
姿
を
見
る
の
は
、
指

導
者
と
し
て
も
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

練
習
会
の
他
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
行
事
、
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
市
内

に
同
様
な
サ
ー
ク
ル
の
な
い
の
が
一

つ
の
悩
み
で
す
。

そ
こ
で
近
辺
に
同
様
な
少
年
団
ま

た
は
ク
ラ
ブ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
交

歓
試
合
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

左
記
宛
、
御
連
絡
下
さ
い
。

〒
９‐５
福
井
県
武
生
市
幸
町
２９

高
木
　
諭
　
宛

な
お
、　
一
団
員
の
作
文
を
同
封
―
´

ま
す
。

六
年
　
清
水
紀
美
子

「
パ
シ
ッ
ピ
い
い
音
で
、
相
手
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
る
。
と
う
と
う

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

こ
の
日
は
、
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
だ
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
市

民
大
△
為

少
女
の
部
に
優
勝
で
き
て
、

女
子
二
部
シ
ン
グ
ル
ス
に
入
る
。
次

々
と
試
合
は
終
わ
り
、
つ
い
に
こ
の

準
決
勝
だ
。

相
手
は
Ａ
さ
ん
。
と
て
も
強
そ
つ

な
印
象
を
、
試
合
前
か
ら
感
じ
て
い

た
。
や
は
り
予
想
通
り
ぃ
強
い
。

あ
と

一
点
で
負
け
だ
と
思
う
と
、

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
や
ら
で
、
も
つ
自
分

で
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
間
に
、
相
手
の
サ
ー
プ
。
さ
っ

と
、
後
に
さ
が
り
、
く
い
つ
い
て
打

つ
。
相
手
の
レ
シ
ー
プ
が
左
に
よ
る
。

や
っ
と
の
思
い
で
打
っ
た
、
と
思

つ

ま
に
、
一則
に
ポ
ン
と
落
と
さ
れ
た
。

と
う
と
，
一
セ
ッ
ト
を
と
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

「チ
ェ
ン
ジ
・
コ
ー
ト
」。
し
ん
ぱ

ん
の
声
が
か
か
る
。
ニ
セ
ッ
ト
は
ち

ゃ
く
ち
ゃ
く
と
進
む
。
く
い
つ
い
て

打
っ
て
も
、
右
に
左
に
と
動
か
さ
れ

て
し
ま
λ
　
ハ
ア
ハ
ア
と
息
が
だ
ん

だ
ん
あ
ら
く
な
る
。
も
う
や
め
た
い
。

そ
ん
な
気
持
が
フ
ッ
と
わ
い
て
出
た
。

し
か
し
そ
ん
な
事
は
言
え
な
い
。
と

う
と
つ
負
け
た
。
だ
け
ど
、
く
い
の

な
い
一
戦
だ
っ
た
と
思
つ
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
に
入
っ
て
、

早

一
年
た
つ
。
こ
の
少
年
団
に
入
っ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
い
い
試

合
が
で
き
た
の
だ
と
思

■ヽ

，」れ
か

ら
も
、
ず
っ
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続

け
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
、
す
ば
ら
し
い
試
合
を
も
っ
と
も

っ
と
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

い
つ
の
日
か
き
っ
と

長
野
市
に
県
立
の
新
設
高
校
が
今

年
四
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
校
合
は

今
の
と
こ
ろ
古
い
建
物
を
借
り
た
仮

校
合
で
す
が
、
来
年
度
か
ら
は
新
校

合
に
移
り
ま
す
。
四
月
以
来
各
ク
ラ

ブ
発
足
の
中
で
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

も
六
月
十
日
に
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
仮
校
合
の
た
め
体
育
館
が
な

く
活
動
の
場
所
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

何
と
か
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
の
新
校
合
で
は
八
コ
ー
ト

を
持
つ
第

一
体
育
館
に
続
い
て
、
四

コ
ー
ト
の
第
二
体
育
館
が
で
き
ま
す
。

ま
た
昭
和
五
十

一
年
に
は
、
高
校
総

体
が
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
は
何
と
か
参
加
で
き
る
よ
つ

な
実
力
を
身
に
つ
け
よ
つ
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
体
育
館
な
し
、
予
算

な
し
、
経
験
な
し
の
ナ
イ
ナ
イ
づ
く

し
の
中
で
何
と
か
工
夫
し
な
が
ら
努

力
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
御
指
導
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
長
野
東
高
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

一
同

（十
六
名
）

″

♂

轄
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学
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■
協
会
通
信

木
戸
が
単
優
勝

（宮
城
）

東
海
選
手
権
は
谷
口
が
制
覇

宮
城
県
協
会

４９
年
度
県
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
総
合
選

手
権
大
会
と
都
市
対
抗
選
手
権
大
会

は
、
９
月
１
日
、
仙
台
市
の
県
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
約
百
三
十
人
の

選
手
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
木
戸

（常
盤
木
教
）、２
位
＝

山
並

（仙
商
ク
）、３
位
＝
足
立

（仙

商
高
）、森

（東
北
学
院
大
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
及
川
・
山
並

（仙
商
ク
）、２

位
＝
木
戸

（常
盤
木
教
）
・
渡
辺

（塩
釜
ク
）、３
位
＝
森
・
小
原

（東

北
学
院
大
）、高
橋

。
大
川

（東
北
学

院
大
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
石
垣

（尚
綱
高
）、２
位
＝
渡

辺

（塩
釜
女
高
）、３
位
＝
後
藤

（塩

釜
ク
）、鹿
野

（尚
綱
高
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
高
橋

（尚
綱
ク
）
。
松
本

（塩
釜
女
ク
）、２
位
＝
石
垣
・
鹿
野

（尚
綱
高
）、
３
位
＝
渡
辺

・
佐
藤

（塩
釜
女
高
）、及
川
・
沼
倉

（登
米

高
）
▼
都
市
対
抗

１
位
＝
塩
釜
市
、
２
位
＝
白
石
市
、

３
位
＝
仙
台
市
Ａ
、
同
＝
石
巻
市
、

５
位
＝
多
賀
城
市
、
同
＝
仙
台
市
Ｂ
、

７
位
＝
岩
沼
市
、
同
＝
加
美
郡

ま
た
、
９
月
２３
日
に
行
な
わ
れ
た

県
実
業
団
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
北
山

（仙
台
自
衛
隊
）、２
位

＝
高
橋

（七
十
七
銀
行
）、３
位
＝
佐

藤

（リ
コ
ー
）、石
持
（仙
台
自
衛
隊
）

▼
同
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
高
橋

・
寒
河
江

（七
十
七
銀

行
）、２
位
＝
佐
藤

・
遠
藤

（七
十
七

銀
行
）、３
位
＝
圧
子

・
鈴
木

（東
北

石
油
）、石
持

。
北
山
（仙
台
自
衛
隊
）

▼
成
年
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
三
浦

・
菊
地

（東
北
大
職
）、

２
位
＝
松
崎

。
新
田

（東
洋
刃
物
）、

３
位
＝
高
橋

。
鍵
谷

（東
洋
刃
物
）、

結
城

。
藤
田

（仙
台
動
力
車
）

▼
壮
年
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
千
葉

・
高
橋
（仙
台
自
衛
隊
）、

２
位
＝
名
取

。
米
田

（電
々
東
北
）、

３
位
＝
浅
沼

・
佐
藤

（電
々
東
北
）、

会
田

・
兼
崎

（東
北
大
職
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
大
友

（ソ
ニ
ー
仙
台
）、２
位

＝
坂
橋

（同
）、３
位
＝
大
場

（同
）、

佐
藤

（東
北
金
属
）

▼
同
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
大
友

・
板
橋
（
ソ
ニ
ー
仙
台
）、

２
位
＝
大
場

・
鈴
木

（同
）

愛
知
県
協
会

昭
和
４９
年
度
東
海
総
合
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
９
月
１４
、
‐５

の
両
日
、
刈
谷
市
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
谷
口

（愛
知
）、
２
位
＝
平
田

（二
重
）、
３
位
＝
平
松

（愛
知
）、４

位
＝
笠
井

（静
岡
）

▼
同
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
森

。
河
田

（岐
阜
）、２
位
＝

松
島
兄

。
松
島
弟

（愛
知
）、３
位
＝

西
城

・
平
田

（二
重
）、４
位
＝
笠
井

・
古
郡

（静
岡
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
名
和

（岐
阜
）、２
位
＝
日
比

野

（岐
阜
）、３
位
＝
望
月

（静
岡
）、

４
位
＝
布
上

（愛
知
）

▼
同
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
天
野

。
名
和

（岐
阜
）、２
位

＝
宮
内

・
池
田

（愛
知
）、３
位
＝
広

瀬

・
多
賀

（岐
阜
）、４
位
＝
宝
力

・

追
田

（愛
知
）＼
雉
珊
び

第
１７
回
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
の
結
果
は
、
本
号

４
ペ
ー
ジ
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
詳
し
い
ス
コ
ア
が
は
い
り
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

馳　［̈
２
（‐５‐５‐‐４‐２）０
知　鶏

（池
田

・
尾
崎
組
は
初
優
勝
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

池湯

田木

2

151513
1  1  1

7 3 15

1

沼藤

能井

（湯
木

・
池
田
組
は
初
優
勝
）

▼
男
子
３０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

齢　琳
２
（‐５‐５‐‐８．）０
報　鴎

（鈴
木
、
吉
田
組
は
二
連
勝
）

▼
男
子
４０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

嵯　劃
２
（‐５‐５‐‐４５）０
麒　紳

社
会
人
選
手
権
ス
コ
ア
詳
報

（毛
利

・
山
上
組
は
二
連
勝
、
六

度
目
の
優
勝
）

▼
男
子
５０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

性　岬
２
（‐５．５‐‐６‐３）０
俎　・憎

（上
回
。
中
山
組
は
二
連
勝
、
三

度
目
の
優
勝
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

今　泉
２
⌒‐８‐５‐‐‐６４）０
遠　藤

（今
泉
は
初
優
勝
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

湯　木
２
（‐２‐‐‐‐‐０６）０
石　崎

（湯
木
は
二
連
勝
）

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

齢　畔
２
（‐５‐５‐‐７‐０）０
籍　麟

（今
井

・
池
田
組
は
初
優
勝
）社会人選手権で頑張るベテラン

金原 (岩手 )



■
年
間
予
約
購
読
の
お
す
す
め

本
誌
の
購
読
は
、
年
間
予
約
が
便
利
で
す
。

本
誌
は
一
部
定
価
二
百
二
十
円
で
、

一
年
間
十
二
冊
は
二
千
六
百

四
十
円
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
購
読
を
な
さ
い
ま
す
と
、
二
千
四

百
円
と
な
り
ま
す
。
送
料
は
当
方
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

お
中
し
込
み
は
、
本
誌
は
さ
み
込
み
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
局
で
手
続
し
て
い
た
だ
く
か
、
現
金
書

留
で
代
金
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必
ず
何
号
か
ら
の
申

し
込
み
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〈宛
先
〉
　

一Ｔ
ｌ５０
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

ベ
ド
ミ
ン
ト

／
界
編
集
部

回
答
一　
軽
い

（１１５
ｇ
以
下
）
＝
１６

。

４
％
中
ぐ
ら
い

（‐１６
～
‐２５
ｇ
）
＝

６４

。
５
％

重
い

（１２６
ｇ
以
上
）
＝
１９

・

１
％

★
以
前
に
く
ら
べ
て
ラ
ケ
ッ
ト
の

目
方
は
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
調
査
で
も
１２５
ｇ
以
下
の
ラ
ケ

ッ
ト
を
使

っ
て
い
る
人
が
、
８
割

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
聞
④
　
ガ
ッ
ト
は
何
を
使
っ
て
い

ま
す
か
，

回
答
　
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
合
成
ガ
ッ

ト
＝
８‐

．
４
％

本
シ
ー
プ
＝
１８

・
６
％

☆
２
割
近
く
の
人
が
本
シ
ト
プ
を

使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

二
千
円
か
ら
三
千
円
も
す
る
ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
ガ
ッ
ト

（現
在
は
イ
ギ

リ
ス
の
ポ
ウ

。
ブ
ラ
ン
ド
製
品
か

フ
ラ
ン
ス
の
Ｖ
Ｓ
製
品
が
主
流
）

を
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
使
っ
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
と
く
に

中
学
生
の
回
答
者
で
本
シ
ー
プ
ど

答
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
の
で
、

本
シ
ー
プ
と
ハ
イ
シ
ー
プ
を
と
り

ち
が
え
て
い
る
人
も
か
な
り
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

質
聞
⑤
　
ラ
ケ
ッ
ト
は
ウ
ッ
ド
製
フ

レ
ー
ム
で
す
か
そ
れ
と
も
ス
チ
ー

ル
製
フ
レ
ー
ム
で
す
か
，

回
答
　
ウ
ッ
ド

（木
）
製
フ
レ
ー
ム

＝
６０

．
８
％

ス
チ
ー
ル
製
フ
レ
ー
ム
＝
２７

・
５
％

両
方
の
種
類
を
も
っ
て
い
る

＝
Ｈ

・
７
％

☆
ス
チ
ー
ル
ニ
フ
ケ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
る
人
も
か
な
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
両
方
の
種
類
を

使
い
わ
け
て
い
る
人
も
多
い
よ
つ

で
す
。

質
聞
⑤
　
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
ラ

ケ
ッ
ト
の
価
格
を
ど
つ
思
い
ま
す

か
？

回
答

高
い
と
思

つ
＝
７６

・
１
％

安
い
と
尽

つ
＝
１

・
４
％

ち
ょ
う
ど
よ
い
＝
２２

・
５
％

☆
予
想
ど
お
り
圧
倒
的
に
高
い
と

い
う
反
応
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
２
本
買
え
ば

一
万
円
札
で
お

つ
り
が
こ
な
い
現
状
に
は
愛
好
者

の
人
た
ち
は
ま
い
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、「
シ
ャ
ト
ル
の
ほ

う
が
は
る
か
に
不
経
済
で
高
く
つ

く
」
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ト
ル
と

い
う
二
つ
の
用
具
が
こ
つ
高
く
て

は
練
習
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
つ
な
結
果
で
し
た
が
、

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
つ
に

ご
回
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
の

中
か
ら
、
渋
谷
区
の
浪
江
博
子
様
は

じ
め
２０
名
の
方
々
に
、
ョ
ネ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
提
供
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用

ソ
ッ
ク
ス
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

■
投
稿
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

本
誌
８
月
号

「読
者
と
編
集
者
」

欄
に
投
稿
く
だ
さ
っ
た
次
の
方
々
に

ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
提
供
の
、

ア
メ
リ
カ
製
リ
ス
ト
バ
ン
ド
セ
ッ
ト

を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
愛

用
く
だ
さ
い
。

木
村
宝
隆

（二
重
県
桑
名
郡
）

多
胡
綾
子

（宝
塚
市
）

関
口
　
明

（喜
多
方
市
）

増
沢
誠

一
（栃
尾
市
）

小
樟
理
子

（保
谷
市
）

小
林
健
二

（文
京
区
）
（敬
称
略
）

○
…
今
月
号
は
い
ろ
い
ろ
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
と
ん
だ
も
の
と
し
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
選
手
権
の
際
の
連
続
写

真
も
入
れ
ま
し
た
が
、
次
号
以
降
で

全
英
選
手
権
の
際
の
も
の
を
掲
載
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
号
で
は

東
西
の
学
生
選
手
権
な
ど
の
よ
つ
す

を
中
心
に
お
届
け
す
る
つ
も
り
で
す
。

【
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
６０
号

昭
和

●
年

９
月

”

日
　

印
刷

昭
和

●
年

Ю
月

１

日
　

発
行

日
集

彙
発

行
人
　

■

　
　
　
　
　

浩

発
行

所
　
東

京

都

渋
谷

区
神
南

一
の

一
の

一

岸

記
念
体
青

曽

内

日
本

パ
ド

ミ

ン
ト

ン
協
会

電
話

回

六

七

〓

二

一

一
（
内
＝

Ｙ

一五

一

四

六

七

・
七
〇

九

五

（
直
通

）

郵
便

番

号

・

一
五
〇

餞
書

口
座

。
東
京

三
二

一
九

二

印
刷

所

　

東

京

椰
豊

島

区
南

大

量

ニ

ー
二
九

明
宏

印
刷

株
式

会

社

定
価

　

一
部

三
百
二
十
円

◎無断転載を禁ず

本
誌
５
月
号
で
お
願
い
し
ま
し
た

ラ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

対
し
、
非
常
に
多
く
の
愛
読
者
の
方

方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
資
料
と
し
て
編
集
部
で
は
集

計
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
よ
つ
や
く
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

□
　
□

（第
二
回
ア
ン
ケ
‥
卜
結
果
〕

質
聞
①
・　
自
分
専
用
の
ラ
ケ
ッ
ト
を

も
っ
て
い
ま
す
か
，

回
答
　
も
っ
て
い
る
＝
‐００
％

も
っ
て
い
な
い
＝
０

★
ラ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

卜
で
し
た
の
で
、
現
在
ラ
ケ
ッ
ト

を
も
っ
て
い
な
い
人
は
ご
回
答
を

は
じ
め
か
ら
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
プ

レ
ー
を
や
る
人
は
、
と
に
か
く
必

要
最
低
限
の
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
も
ち

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

買
固
②
・
ラ
ケ
ッ
ト
は
何
本
も
っ
て

い
奎ｉ
丁
か
，

回
答
一　
１
本
＝
５

ｏ
６
％

２
本
＝
４０

．
８
％

３
本
＝
３２

・
３
％

４
本
以
上
＝
２‐

．
３
％

★
や
は
り
１
本
だ
け
と
い
つ
人
は

少
な
く
、
意
外
に
４
本
以
上
と
い

う
人
が
２
割
を
越
え
て
い
ま
す
。

買
固
③

ラ
ケ
ッ
ト
の
重
さ
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
？



世界の一流プレイヤーに使われ、世界のコー トで

熱い視線を浴びてきたヨネヤマが、名前を変えま

した。いま、こころも新たにヨネックス。世界の

レベルを決めるプランドに、ふさわしい名前ですて

グローノウレな響きです。バドミントンを科学の目

でとらえるヨネヤマの、力強い変身。ヨネックスて

この 5文字が、ことばの違いを越え、国籍を越え

て、ひとびとの心をひとつに結びます。すでにも

う、世界のひとたちはかってのヨネヤマをヨネッ

クスと、そう呼びはじめました。さあ、あなたも
`
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ｎ

ｌ
ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｌ

品

＝

昭
和
四
十
九
年

十
月

一
日
発
行
　
（
海
期

計
詢
」
蠣
嗅
唖
嘔

　
発
行
所
　
東
一示
都
渋
谷
誕
帥
諦
本一
夕
一
レ
一
　
日
本
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

定
価

二
百
二
十
円

弓
円

「
ベ
ド
ミ

ン
ト

ン
界

・
第

Ю
号
　
，
・
１
１

´
１
１

＾
１
１
１

´
ｌ
ｌ
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究明され/
完成 された/
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プレーヤーが長い間求めていたオールスチールが

誕生 しました。

従来のオールスチールラケッ トの利点及び欠点 を

あ らゆる角度か ら究明 され改良をし今 ここに完成

され皆様の 目の前に現われました。

ツインシャフトの採用によって、フレームとシャフト

とのひね りが最小限に押えられ自由自在なショット

を楽 しむ事が出来 るで しょう。

アタックによし、レシープによし、それが S-74

オールラウン ドです。

◇フレームのみ (ケ ース付 )¥5′ 000
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